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災害から命を守る
揖斐川町土砂災害防災訓練
～災害時の地域の「自助」・「共助」体制を確認～
6 月 12 日（日）、土砂災害を想定した防災訓練が
春日地区の住民や関係者約 700 人が参加して行われ、

「自助」・「共助」の大切さを確認しました。
2 次避難所となった春日小学校運動場では、
住民らが「共助」の訓練として、大きく「SOS」と人文字を描き、
飛来してきた防災ヘリに救助の意思を伝えました。

【揖斐川町の「土砂災害防災訓練」について】（写真提供：岐阜県防災航空隊）
　近年の豪雨によって、全国各地で土砂災害が発生し、尊い人命が失われています。
　地形的にも土砂災害への厳重な警戒が必要な揖斐川町では、毎年1回、土砂災害防災訓練を実施して備えています。
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飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
と
は

飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
と
は

岐
阜
県
の
伝
統
で
あ
る
地
歌
舞
伎
を
保
存
、
伝
承
し
て
次
世
代
に

伝
え
る
た
め
、
各
地
歌
舞
伎
保
存
団
体
が
連
携
を
密
に
し
、
広
く
県

民
に
公
開
す
る
こ
と
で
、
県
民
文
化
の
向
上
を
目
指
す
大
会
で
す
。

24
回
目
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
こ
の
大
会
が
、
今
年
は
揖
斐
川
町
で

開
催
さ
れ
、
揖
斐
川
町
か
ら
は
２
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

【
出
演
団
体
】

■
い
び
祭
り
子
ど
も
歌
舞
伎
保
存
会（
揖
斐
川
町
）

■
い
び
祭
り
子
ど
も
歌
舞
伎
保
存
会（
揖
斐
川
町
）

　
鏡
か
が
み
山や
ま

旧
こ
き
ょ
う
の

錦に
し
き

絵え

役
者
の
確
保
、
演
技
力
の
向
上
、
義
太
夫
・
三
味
線
の
育
成

を
行
い
、
伝
統
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
地
域
や
世
代
を
越
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
稽
古
を
重
ね
、
元
気
に
発
表
し
ま
す
。

■
鳳
凰
■
鳳
凰
車山車山
　
下
町
組（
揖
斐
川
町
）

　
下
町
組（
揖
斐
川
町
）

　
絵え

本ほ
ん
太た
い
功こ
う
記き

十じ
ゅ
う

段だ
ん
目め

　
尼あ
ま
ヶが

埼さ
き
閑か
ん
居き
ょ
の
場ば

下
町
組
は
、
今
年
の
子
供
歌
舞
伎
当
番
町
で
し
た
。
今
年
の

役
者
は
低
学
年
児
童
が
多
い
で
す
が
、
５
月
の
上
演
を
思
い
起

こ
し
て
、頑
張
っ
て
上
演
し
ま
す
の
で
、声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会（
岐
阜
市
）

■
岐
阜
歌
舞
伎
保
存
会（
岐
阜
市
）

雛ひ
な

鶴づ
る

三さ
ん

番ば

叟そ
う

■
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会（
瑞
浪
市
）

■
美
濃
歌
舞
伎
保
存
会（
瑞
浪
市
）

戎え
び
す

詣も
う
で

恋こ
い
の

釣つ
り

針ば
り　

釣つ
り

女お
ん
な

■
高
雄
歌
舞
伎
保
存
会（
郡
上
市
）

■
高
雄
歌
舞
伎
保
存
会（
郡
上
市
）

傾け
い

城せ
い

阿あ

波わ

の
鳴な
る

門と　

ど
ん
ど
ろ
大だ
い

師し

「
飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
」、
揖
斐
川
町
で
開
催
！

平
成
平
成
2828
年年
８８
月月
2020
日（
土
）

日（
土
）
1010
時
開
場　

時
開
場　

1010
時時
4545
分
開
演

分
開
演

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
ホ
ー
ル
　【
入
場
無
料
】

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
ホ
ー
ル
　【
入
場
無
料
】
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６
月
19
日（
日
）、
池
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
第
61
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
揖
斐
郡
内
の
消
防
団
か
ら
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
12
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部

11
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
消
防
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

　

優　

勝　
　

揖
斐
川
町
消
防
団
第
４
班

（
揖
斐
分
団
）

　

準
優
勝　
　

揖
斐
川
町
消
防
団
第
３
班

（
大
深
分
団
）

　

３　

位　
　

揖
斐
川
町
消
防
団
第
２
班

（
坂
下
分
団
）

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

　

優　

勝　
　

池
田
町
消
防
団
第
１
班

　

準
優
勝　
　

大
野
町
消
防
団
第
３
班

　

３　

位　
　

大
野
町
消
防
団
第
１
班

ま
た
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
揖

斐
川
町
消
防
団
第
4
班（
揖
斐
分
団
）
は
、
８

月
７
日（
日
）
に
多
治
見
市
で
開
催
さ
れ
る
県

大
会
に
揖
斐
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
な
ら
で
は
の「
森
の
よ
う
ち
え

ん
」
の
あ
り
方
を
考
え
、
展
開
し
て
い
こ
う

と
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
を
活
用

し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト「
子
ど
も
と
森
の
じ
か

ん
」
が
、
６
月
26
日（
日
）、
谷
汲
緑
地
公
園

の
森
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
は
、
地
域
の
自
然

を
フ
ル
活
用
し
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
大
切

に
す
る
育
児
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
９
０
０
人
の

親
子
が
参
加
。「
大
人
の
手
出
し
・
口
出
し

禁
止
」
な
ど
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
会
場
で
、

木
に
吊
っ
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
や
ロ
ー
プ
遊
び
、

廃
材
を
使
っ
た
工
作
、
土
や
虫
い
じ
り
な
ど
、

子
ど
も
自
身
が
工
夫
し
て
思
う
ま
ま
に
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
参
加
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、

町
の「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

６
月
７
日（
火
）、
大
垣
共
立
銀
行
か
ら
揖

斐
川
町
に
ヒ
ノ
キ
の
バ
ラ
ン
ス
レ
ー
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

大
垣
共
立
銀
行
は
、
揖
斐
川
町
と「
恵
み
の

森
林
づ
く
り
協
定
」
を
結
ん
で
い
ま
す
。
今

回
の
贈
呈
は
、
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
た

大
垣
共
立
銀
行
が
地
方
創
生
に
関
係
す
る
事

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
、
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

記
念
の
品
を
受
け
取
っ
た
宗
宮
町
長
は
、

「
今
回
の
寄
付
を
き
っ
か
け
に
、
地
方
創
生

計
画
の
一
部
で
あ
る
、
子
育
て
支
援
に
よ
り

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
バ
ラ
ン
ス
レ
ー
ル
は
、
揖
斐
川

町
内
の
幼
児
園
等
で
遊
具
と
し
て
使
わ
れ
る

予
定
で
す
。

６
月
1
日（
水
）、
谷
汲
緑
地
公
園
付
近
の

名
礼
谷
沿
い
で
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
黄
色
い
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
北
米
産
で
繁
殖
力

が
極
め
て
強
く
、
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら「
特
定
外
来
生
物
」
に
指

定
さ
れ
、
栽
培
し
た
り
移
動
し
た
り
す
る
こ

と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、「
河
川
工
事
を
考
え
る
会
」
の

会
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
、
除
草
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
群
生
し
て
い
た
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
を
根
か
ら
抜
き
取
っ
て
袋
詰
め
に

し
、
焼
却
処
分
に
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
へ

の
積
込
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
同
会
で
は
、

近
く
で
こ
の
花
を
見
か
け
た
ら
駆
除
に
協
力

し
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

▲優勝した揖斐分団の操法

▲木に結んだロープを伝って渡る

▲宗宮町長（中左）と臼井専務取締役（中右）

▲一斉駆除作業に取組む会員たち

森
林
・
環
境
税
を
活
用
し
た

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
体
験

子
ど
も
の
た
め
の

バ
ラ
ン
ス
レ
ー
ル
寄
付

特
定
外
来
生
物
駆
除
作
業

～
河
川
工
事
を
考
え
る
会
～

消
防
技
術
を
競
う

第
61
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会
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6
月
17
日（
金
）、
揖
斐
警
察
署
で「
Ｍ
Ｓ

Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
証
」
交
付
式
が
行
わ
れ
、

揖
斐
川
中
、
北
和
中
、
谷
汲
中
の
代
表
生
徒

が「
Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
証
」
を
揖
斐
警

察
署
長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
は
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
を

中
心
と
し
た
中
学
生
が
、
社
会
参
加
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
同
年
代
の
生
徒
の
お
手
本
と

な
り
、
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

揖
斐
郡
内
で
は
、
6
校
の
中
学
校
が
活
動

に
参
加
し
て
お
り
、
登
校
す
る
生
徒
や
小
学

生
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
運
動
や
、
地
域
の
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
と
な
っ
た
生
徒
は
、

「
あ
い
さ
つ
運
動
は
、
普
段
か
ら
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
活
動
を
地
域
に
も
広
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
中
学
校
と
北
和
中
学
校
で
は
、
揖

斐
高
等
学
校
と
連
携
し
た
中
高
一
貫
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
町
内
の

中
学
校
の
３
年
生
全
員
が
、
揖
斐
高
等
学
校

の
担
当
教
員
に
よ
る
学
習
面
談
を
受
け
ま
し

た
。こ

の
面
談
は
、
西
濃
地
区
連
携
型
中
高
一

貫
教
育
の
一
環
と
し
て
、
中
学
3
年
生
に
学

習
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

面
談
で
は
、
学
習
方
法
に
つ
い
て
の
話
題

を
中
心
に
、
部
活
動
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
日
常
生
活
の
姿
勢
に
対
し
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

生
徒
は
、
高
等
学
校
進
学
等
の
進
路
を
見

据
え
て
、
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

６
月
９
日（
木
）、
大
和
小
学
校
で
、
た
ん

ぽ
ぽ
班
に
よ
る
連
れ
去
り
防
止
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
連
れ
去
り
防
止
教
室
は
、
岐
阜
県
警

の
幼
児
等
連
れ
去
り
防
止
未
然
防
止
教
育

班
、
通
称「
た
ん
ぽ
ぽ
班
」
が
、
県
内
の
小

中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
大
和
小
の
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー

ら
が
見
守
る
中
、
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ

た
時
の
対
処
法
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
3
人

の
児
童
が
実
際
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
、
不
審
者
役
の
大
人
を
相
手
に
、
逃
げ
る

練
習
を
し
ま
し
た
。

教
室
の
後
に
は
、
児
童
の
登
下
校
時
の
安

全
を
見
守
っ
て
い
る
、
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の

方
々
が
紹
介
さ
れ
、
日
頃
の
児
童
の
登
下
校

時
の
姿
に
つ
い
て
の
感
想
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。

７
月
の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」
に
併
せ
て
、
７
月
１
日（
金
）、
い
び
プ

ラ
ザ
前
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
、
バ
ロ
ー
揖

斐
川
店
前
の
３
カ
所
で
街
頭
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
揖
斐
川

Ｂ
Ｂ
Ｓ
、
青
少
年
育
成
推
進
員
、
県
立
揖
斐

高
校
の
Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ
、
揖
斐
川
中
学
校

と
北
和
中
学
校
の
Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
、
啓
発
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

▲「MSJリーダーズの証」を受け取る生徒ら

▲面談で真剣に話を聞く北和中の生徒

▲不審者から逃げる練習をする児童

▲バロー前でチラシを配る生徒ら

中
学
校
で
学
習
面
談
指
導

大
和
小
で連

れ
去
り
防
止
教
室

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

街
頭
啓
発

「
Ｍ
Ｓ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
証
」交
付
式

～
中
学
生
が
地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
～
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６
月
11
日（
土
）、
全
国
優
良
公
民
館
表
彰

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
島
根
県
玉
湯
公
民

館
主
任
の
池
田
俊
貴
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
地
域
で
活
躍
す
る
若
者
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
成
人
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

玉
湯
公
民
館
で
は「
た
ま
ゆ
メ
ン
バ
ー
ズ

く
ら
ぶ
」
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
高
校
生
が

公
民
館
活
動
の
中
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ

の
経
験
か
ら
、「
高
校
生
が
地
域
の
た
め
に

や
り
た
い
と
い
っ
た
こ
と
に
は
と
こ
と
ん
つ

き
あ
う
」「
高
校
生
が
、
地
域
か
ら
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
大

切
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
演
に
は
公
民
館
関
係
者
等
41
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
話
を
聞

き
、
最
後
に
は
若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

を
立
ち
上
げ
る
時
の
留
意
点
や
、
高
校
生
と

の
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
多
く
の
質
問
が

出
て
い
ま
し
た
。

６
月
15
日（
水
）、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
を
目
指
し
て
行
進
す
る「
国
民
平
和
大

行
進
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
や
沖
縄
か
ら
平

和
へ
の
思
い
を
訴
え
な
が
ら
、
広
島
や
長
崎

を
目
指
す
も
の
で
、
揖
斐
川
町
で
も
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
揖
斐
郡
3
町
と
神
戸
町
で
行
わ

れ
、
揖
斐
川
町
で
は
、
真
教
寺（
三
輪
）
か

ら
役
場
ま
で
を
約
30
人
が
行
進
し
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
6
月
6
日（
月
）
に
揖
斐
郡

平
和
行
進
実
行
委
員
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
非

核
平
和
都
市
宣
言
の
懸
垂
幕
を
掲
げ
て
、
出

迎
え
ま
し
た
。

富
田
副
町
長
は
、「
揖
斐
川
町
で
も
恒
久

平
和
を
願
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
ペ
ナ
ン

ト
を
行
進
の
代
表
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

６
月
22
日（
水
）、
町
内
の
水
道
業
者
15
社

か
ら
成
る
揖
斐
川
町
水
道
組
合
が
、
町
内
の

消
火
栓
の
ペ
ン
キ
塗
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
貢
献
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
、
水
道
組
合
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
谷
汲
地
域
の
95

基
の
消
火
栓
が
塗
ら
れ
、
色
あ
せ
た
消
火
栓

が
鮮
や
か
な
赤
色
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
組
合
長
の
磯
川
賢
二
さ
ん
は「
町
の

皆
さ
ん
の
大
切
な
水
を
預
か
る
水
道
組
合
と

し
て
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
水
道
組
合
で
は
、
毎
年
、
配

水
池
の
除
草
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
28
日（
火
）、
谷
汲
中
学
校
で
、
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
選
手
を
招
き
、
全
校
生
徒

73
人
が
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
学
習
は
、
岐
阜
県
の
人
権
啓
発

事
業
の
一
環
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
と

接
す
る
こ
と
で
、障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、

夢
を
持
つ
こ
と
や
、
困
難
に
負
け
ず
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
に
行
わ

れ
ま
し
た
。　

ぎ
ふ
清
流
国
体
に
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム「
岐
阜S

シ
ャ
イ
ン

H
IN
E

」
の
迫
力
あ
る
デ
モ
の
後
、

生
徒
が
実
際
に
試
合
を
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
男
女
学
年
関
係
な
く
声
を
か
け
あ
い
、

真
剣
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

体
験
を
し
た
生
徒
は
、「
障
が
い
が
あ
っ

て
も
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
い
き
い
き
と
活

動
さ
れ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲講演を聞く参加者

▲副町長（中右）と議長（中左）を囲んで歩く皆さん

▲消火栓を心をこめて塗っていく

▲選手を囲んで笑いの絶えないシュート練習

国
民
平
和
大
行
進
が
揖
斐
川
町
に

～
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て
～

水
道
組
合
が

町
内
の
消
火
栓
を
鮮
や
か
に

谷
汲
中
で

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験
会

第
１
回 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

成
人
講
座
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平
成
28
月
３
日
１
日（
火
）
に
亡
く
な
ら

れ
た
樋ひ

口ぐ
ち

直な
お

嗣つ
ぐ

さ
ん（
春
日
香
六
）
が
従
五

位
を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族
へ

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

樋
口
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
春
日
村
に
奉
職

し
、
昭
和
42
年
か
ら
は
春
日
村
教
育
長
と
し

て
13
年
間
、
昭
和
55
年
か
ら
は
春
日
村
収
入

役
を
３
年
間
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年

１
月
地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
て
、
春
日
村
長

に
初
当
選
、
以
来
平
成
17
年
１
月
ま
で
６
期

22
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
平
成
15
年
か
ら
２
年
間
は
揖
斐
ふ
れ

あ
い
町
村
合
併
協
議
会
会
長
と
し
て
新
揖
斐

川
町
の
合
併
に
尽
力
し
地
域
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
叙
位
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多

大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

６
月
20
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
、
自

衛
官
募
集
事
務
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
、
自
衛
官
募
集
事
務
相
談
員
に
選
ば

れ
た
の
は
、
杉す
ぎ

山や
ま　

登の
ぼ
るさ
ん（
谷
汲
木
曽
屋
）

で
す
。

自
衛
官
募
集
事
務
相
談
員
は
、
相
談
員
の

方
の
好
意
に
基
づ
い
て
、
自
衛
官
志
願
者
に

関
す
る
情
報
の
提
供
、
自
衛
官
募
集
の
広
報

の
援
助
を
行
い
ま
す
。

委
嘱
を
受
け
て
宗
宮
町
長
は
、「
揖
斐
川

町
の
安
全
の
た
め
に
自
衛
隊
に
は
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
基
礎
と
な
る
隊

員
の
皆
さ
ん
を
募
集
す
る
の
は
大
切
な
こ
と

だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

６
月
30
日（
木
）、
揖
斐
署
の
高
齢
者
交
通

安
全
指
導
員
の
委
嘱
式
と
研
修
会
が
、
揖
斐

川
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。同
指
導
員
は
、

高
齢
者
ら
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
地
域
の
集
会
な
ど
で
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
す
。
委
嘱
式
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

𣘺
本　

滿
さ
ん（
小
島
）

高
橋　

正
昭
さ
ん（
清
水
）

竹
中　

み
ね
さ
ん（
三
輪
）

小
林　

貞
夫
さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

國
枝　

久
夫
さ
ん（
谷
汲
岐
礼
）

大
久
保　

甚
一
さ
ん（
春
日
香
六
）

藤
田　

宮
子
さ
ん（
春
日
香
六
）

高
橋　

茂
治
さ
ん（
小
津
）　

矢
野　

哲
郎
さ
ん（
三
倉
）

中
野　

郁
子
さ
ん（
西
横
山
）

須
網　

政
人
さ
ん（
坂
内
川
上
）

５
月
28
日（
土
）、
北
方
の
飛
鳥
川
用
水
ト

ン
ネ
ル
出
口
で「
飛
鳥
川
用
水
之
碑
」
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
、
飛
鳥
川
用
水
管
理
委
員
会
の

栗く
り

田た

登の
ぼ
る

委
員
長
、
碑
の
題
字
を
書
い
た
北

和
中
学
校
の
杉す
ぎ

山や
ま

愛い
ぶ

葵き

さ
ん
ら
に
よ
り
除
幕

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
飛
鳥
川
用
水
之
碑
」
は
用
水
の
開

設
か
ら
こ
れ
ま
で
の
95
年
の
歩
み
を
碑
に
刻

ん
だ
も
の
で
、
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

取
り
組
み
、
維
持
し
て
き
た
先
人
の
労
苦
を

忍
び
、
用
水
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

▲ご家族への伝達

▲相談員に委嘱された杉山さん（中央）

▲委嘱された出席者の皆さん

▲先人の思いのつまった飛鳥川用水之碑

自
衛
官
募
集

事
務
相
談
員
委
嘱
式

高
齢
者
交
通
安
全

指
導
員
委
嘱
式

「
飛
鳥
川
用
水
之
碑
」
除
幕

叙
位
（
従
五
位
）
受
章
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揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

次
の
と
お
り「
あ
っ
た
か
い
言
葉
」
を
募
集

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
テ
ー
マ
　
あ
っ
た
か
い
言
葉

【
募
集
資
格
】　

　

揖
斐
川
町
内
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
人

【
募
集
期
間
】

　

７
月
８
日（
金
）
～
９
月
６
日（
火
）

【
応
募
用
紙
】　

揖
斐
川
町
役
場
社
会
教
育
文
化
課
、
各
振

興
事
務
所
、
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

【
応 

募 

先
】

揖
斐
川
町
役
場
社
会
教
育
文
化
課
、
各
振

興
事
務
所
、
公
民
館
の
応
募
ポ
ス
ト
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
各
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
は
学
校
の
先
生
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
作
品
の
発
表
】

青
少
年
育
成
町
民
大
会
、
い
び
が
わ
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
広
報
い
び
が
わ
で
発
表
予
定
。

【
お
問
い
合
せ
】　

　

社
会
教
育
文
化
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

公
民
館
活
動

北
方
公
民
館

《
盆
踊
り
大
会
・
奉
燈
会
》

◆
日
時　

８
月
15
日（
月
）　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

北
方
神
社
境
内

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
和
公
民
館

《
大
和
地
区
青
少
年
育
成
区
民
会
議
お
よ
び

ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

８
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

7
時
30
分
～

◆
場
所　

大
和
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
大
会
》

◆
日
時　

８
月
11
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　

18
時
～
21
時

◆
場
所　

清
水
公
民
館
駐
車
場

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
第
14
回
小
島
夏
祭
り
》

◆
日
時　

８
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

18
時
～
21
時
30
分

◆
場
所　

小
島
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

《
夏
祭
り
踊
り
の
練
習
会
》

◆
日
時　

８
月
4
日（
木
）・
12
日（
金
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～

◆
場
所　

小
島
小
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
夏
休
み　

宿
題
・
勉
強
応
援
教
室
》

　

◆
日
時　

８
月
2
日（
火
）

　
　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分

　

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
𦙾
永
中
学
生
総
会
》

　

◆
日
時　

８
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

　

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
𦙾
永
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
大
会
》

　

◆
日
時　

８
月
11
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
12
時

　

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
𦙾
永
ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
体
力
測
定
》

　

◆
日
時　

８
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
　

開
始
時
刻
は
調
整
中

　

◆
場
所　
養
基
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
み
ん
な
揃
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
》

　

◆
日
時　

８
月
7
日（
日
）

　
　
　
　
　

７
時
～
7
時
30
分

　

◆
場
所　

谷
汲
総
合
運
動
場

　
　

※
雨
天
時　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

《
ス
ポ
レ
ク
祭
》

　

◆
日
時　

8
月
21
日（
日
）　

9
時
～
11
時

　

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

藤
橋
公
民
館

《
盆
踊
り
・
バ
ザ
ー
》

　

◆
日
時　

８
月
14
日（
日
） 

17
時
～
21
時

　

◆
場
所　

藤
橋
振
興
事
務
所
駐
車
場

　
　
（
藤
橋
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
会
場
に
て
）

　
　
　

※
雨
天
時　

藤
橋
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

坂
内
公
民
館

《
坂
内
納
涼
盆
踊
り
大
会
》

　

◆
日
時　

８
月
13
日（
土
） 

19
時
～
21
時

　

◆
場
所　

坂
内
小
中
学
校
運
動
場

　
　
　

※
雨
天
時　

坂
内
小
中
学
校
体
育
館

午
後
９
時
頃
よ
り
、打
上
花
火
が
あ
り
ま
す

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展

「
戦
争
と
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
」

好
評
開
催
中

当
館
で
は
８
月
21
日（
日
）
ま
で
、
企
画

展「
戦
争
と
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
」
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
戦
争
と
の
か
か
わ
り

を
テ
ー
マ
に
、
戦
時
下
に
使
用
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
日
用
品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

「
あ
っ
た
か
い
言
葉
」作
品
募
集

武運長久祈願寄せ書き金属特別回収時の梵鐘供出
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平
成
28
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
２
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。今
回
は「
レ
デ
ィ
ー

ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」・「
ラ
ク
ラ
ク
健
康

づ
く
り
教
室
」
の
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教室名 曜日・日時 対　象 参加費
レディース
フィットネス

毎週金曜日
10:00 ～ 11:30

20歳以上
60歳未満の女性 4,000円

ラクラク
健康づくり

毎週木曜日
13:30 ～ 15:00

60歳以上の
男女

4,000円
65歳以上 3,000円

■ 申込期間　８月２日（火）～９日（火）　９時～ 17時
■ 申込場所　揖斐川健康広場
■ 開催日程　９・10・11月（全10回）
■ 募集定員　各教室20人
　 　　　　　（定員になり次第締切ります）※新規優先受付
■ 参　加　費　上記記載の参加費
 　　　　　　（お申込み時に参加費・印鑑をお持ちください）
※詳しくは健康広場までお問い合せください。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
48
回
岐
阜
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
】

　

清
水
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者�

激
励
会

【
第
63
回
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

空
手
道
競
技
・
女
子
個
人
形
】

　

揖
斐
高
校　

西に
し

谷た
に　

茜あ
か

音ね

さ
ん

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

｢
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
６｣

美 

術 

展 

作 

品 

募 

集

町
の
総
合
美
術
展「
ア
ー
ト
い
び
が
わ

２
０
１
６
」
で
は
、
次
の
と
お
り
美
術
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

■
会
期　

10
月
21
日（
金
）
～
23
日（
日
）

■
会
場　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」

■
締
切
り
と
搬
入
日　

　

10
月
16
日（
日
）　

９
時
～
12
時

（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。）

■
部
門　

�

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
工
芸
、
絵
手
紙

■
作
品
規
格

·
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

·
日
本
画
、
洋
画
は
１
０
０
号
以
内（
額
装
）

·
水
彩
画
で
マ
ッ
ト
使
用
の
と
き
は
、
マ
ッ

ト
を
含
め
て
50
号
以
内（
額
装
）

·
書
道
は
、
仕
上
が
り
寸
法
が
、
縦
・
横
各

２
４
２
㎝
以
内
で
額
装
。
必
ず
釈
文
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

·
写
真
は
、
四
ッ
切
～
全
紙

　
（
パ
ネ
ル
貼
り
ま
た
は
額
装
。
額
装
の
場

合
は
ガ
ラ
ス
な
し
と
し
ま
す
）

·
彫
塑
工
芸
は
、
一
人
で
運
搬
で
き
る
も
の

（
１
０
０
㎝
×
１
０
０
㎝
×
１
８
５
㎝
以
内
）

■
出
品
点
数　

一
人
一
点（
各
部
門
）

　
　

出
品
料
は
無
料
で
す
。

■
出
品
資
格　

一
般（
高
校
生
以
上
）

■
賞　

町
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
、
入
選

■
募
集
要
項
・
出
品
申
込
書

揖
斐
川
町
役
場
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」、 

各
振
興
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ　

揖
斐
川
町
文
化
協
会

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
文
化
課
内
）

　
　
　
　
　
　

℡
２
２

－

１
１
２
０

【
第
63
回
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　
　

　
　
　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
・
個
人
戦
】

　

県
立
岐
阜
商
業
高
校　

高た
か

橋は
し　

孝こ
う

輔す
け

さ
ん

　

平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）、
13
時
30

分
か
ら
、
揖
斐
川
町
成
人
式
を
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
８
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　

現
在
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
企
画
・
準
備
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
人（
実
行
委
員
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

社
会
教
育
文
化
課

　
℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
７
１
）

平
成
29
年 

揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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6
月
18
日（
土
）、
朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川

特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
、
教
育
委
員
会
主
催

の
親
子
カ
ヌ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
親
子

た
ち
は
岐
阜
県
カ
ヌ
ー
協
会
の
方
か
ら
、
基

本
的
な
カ
ヌ
ー
の
乗
り
方
や
漕
ぎ
方
を
学

び
、カ
ヌ
ー
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」「
ま

た
や
り
た
い
」な
ど
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

本年度の「児童・生徒の文化事業」は①～③のとおりです。
揖斐郡内の児童生徒の作品を展示して公開しますので、どうぞご家族で見学してください。

揖斐郡「児童・生徒の文化事業」
①科学作品・社会科課題追究学習作品展／②図工・美術作品展／③読書感想文コンクール優秀作品集の展示

①第60回揖斐郡児童生徒科学作品展・第４回揖斐郡社会科課題追究学習作品展
⃝ 夏休みなどを利用して、自主的・計画的な探求を長期にわたって推し進め、作品にする活動を大切にしてい
ます。

⃝ 作品の交流を通して、身近な自然や生活に対する関心を高め、理科・社会科教育およびその基礎となる生活
科教育の推進を図ります。
開催期日　９月10日（土）～ 11日（日）
展示時間　９時～ 17時
展示会場　揖斐川町地域交流センター「はなもも」
展示部門　⃝児童生徒科学作品展の部

　　　研究の部／採集の部／科学工作の部
　⃝社会科課題追究学習作品展の部
　　　特に部門は設けません。
　（本年度から、科学作品展と同じように審査を行います）

②第29回揖斐郡図工・美術作品展
⃝ 郡内の児童生徒の図工・美術作品の交流を通して、
図工・美術への理解・関心を高め、郡内美術文化
の発展と向上を図ります。

開催期日　12月２日（金）～６日（火）
　　　　　（12月５日は休館日）
展示時間　９時~17時
　　　　　最終日６日（火）は９時～ 12時
展示会場　揖斐川町地域交流センター「はなもも」

※揖斐郡「ふれあい作品展」も併設して展示しています。

③揖斐郡読書感想文コンクール
⃝ 学校図書館における読書指導の充実と、振興を図
ります。

⃝ 郡内児童生徒の健全かつ豊かな心の育成と、読書
能力の向上を推進します。

郡 審 査　９月８日（木）
審査部門　自由図書の部／課題図書の部
字　　数　小学低学年：800字　
　　　　　小学中・高学年：1200字以内
　　　　　中学校：2000字以内　
優秀作品集の展示

各町内の図書館（揖斐３館、大野１館、
池田１館）にて展示予定

揖斐郡教育研修センター

親
子
カ
ヌ
ー
教
室
開
催

晴れ渡った空の下で行われたカヌー教室
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

揖
斐
川
町
読
書
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
主
催

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

■
期
日　
８
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

９
時
20
分
か
ら
正
午

■
場
所　
揖
斐
川
図
書
館

　
○�

こ
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ゴ
ー
ル

イ
ン
表
彰
式

　
○
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　
　

チ
ャ
ラ
ン
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
さ
ん

　
○
講
演
会「
地
図
情
報
の
魅
力
に
つ
い
て
」

　
　

講　

師　

岐
阜
県
図
書
館

　
　

サ
ー
ビ
ス
情
報
係　

松
家
隆
弘　

先
生

　
○
し
お
り
作
り
　

　
○
つ
み
き
で
あ
そ
ぼ
う

　
○
お
は
な
し
会
　

　
○
子
ど
も
の
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

皆
さ
ん
の
家
に
あ
る
子
ど
も
の
本
を

図
書
館
へ
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。
リ
サ

イ
ク
ル
市
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
○
高
校
生
の
読
書
展

　
○
サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介
展

「
親
と
子
の
読
書
の
ひ
ろ
ば
」

　
　
読
み
聞
か
せ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

６
月
21
日（
火
）、
講
師
の
岐
阜
県
図
書
館

の
加
藤
和
秀
先
生
か
ら
、「
読
み
聞
か
せ
の

方
法
や
絵
本
の
選
び
方
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
読
み
聞
か
せ
で
、
ど
ん
な
絵
本

を
読
ん
だ
ら
よ
い
か
、
読
み
聞
か
せ
で
気
を
つ

け
た
い
こ
と
は
何
か
、
な
ど
具
体
的
な
方
法

に
つ
い
て
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く
家
庭
や

学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
に
役
立
て
た
り
、
親

子
で
絵
本
を
楽
し
み
た
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

課
題
図
書
を
読
も
う

　

夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
頃
、
本
を

読
ま
な
い
人
も
何
か
１
冊
読
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。

　

ま
ず
は
、
課
題
図
書
を
お
薦
め
し
ま
す
。

低
学
年
か
ら
高
校
生
ま
で
話
題
の
本
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
本
も
心
動
か
さ
れ

る
ス
ト
ー
リ
ー
や
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

課
題
図
書
紹
介

「
ボ
タ
ン
ち
ゃ
ん
」�

小
川　

洋
子

「
ひ
み
つ
の
き
も
ち
ぎ
ん
こ
う
」�ふ
じ
も
と
み
さ
と

「
み
ず
た
ま
の
た
び
」�

ア
ン
ヌ
・
ク
ロ
ザ

「
ア
リ
と
く
ら
す
む
し
」�

島
田　

た
く

「
二
日
月
」�

い
と
う
み
く

「
さ
か
さ
町
」�Ｆ
・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス

「
木
の
す
き
な
ケ
イ
ト
さ
ん
」

�

Ｈ
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

「
コ
ロ
ッ
ケ
先
生
の
情
熱
!
古
紙
リ
サ
イ
ク

ル
授
業
」�

中
村　

文
人

「
茶
畑
の
ジ
ャ
ヤ
」�

中
川
な
を
み

「
ワ
ン
ダ
ー
」　　
　
　

Ｒ
・
Ｊ
・
パ
ラ
シ
オ

「
こ
こ
で
土
に
な
る
」�
大
西　

暢
夫

「
大
村
智
も
の
が
た
り
」�

馬
場　

錬
成

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
！
曙
第
二
中
学
校
放
送
部
」

�

市
川
朔
久
子

「
白
い
イ
ル
カ
の
浜
辺
」　

ジ
ル
・
ル
イ
ス

「
生
き
る
」�

森
越　

智
子

「
タ
ス
キ
メ
シ
」�

額
賀　
　

澪

「
ハ
ー
レ
ム
の
闘
う
本
屋
」�

ネ
ル
ソ
ン

「
シ
ン
ド
ラ
ー
に
救
わ
れ
た
少
年
」

�

レ
オ
ン
・
レ
イ
ソ
ン

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
◆

　
　「
紙
で
作
る
昆
虫
・
動
物
展
」

　

一
枚
の
紙
を
切
っ
た
り
折
っ
た
り
し
て

で
き
た
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
動
物
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

■
期
間　

８
月
７
日（
日
）
～
31
日（
水
）

■
場
所　

谷
汲
図
書
館

　

出
展　

紙
工
芸
作
家　

宮
西　

徹
さ
ん

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
揖
斐
川
図
書
館

　

お
は
な
し
会
は
、

　
　
　
　
　

今
月
は
お
休
み
で
す
。

　
谷
汲
図
書
館

　
　
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

　
　
　

８
月
20
日
（
土
）
10
時
30
分
～

休
館
の
お
知
ら
せ

　

定
期
休
館
日　

毎
月
曜
日

　

８
月
12
日（
金
）

　

揖
斐
川
図
書
館
の
夜
間
開
館
は
、
８
月

31
日（
水
）
ま
で
で
す
。

　

火
～
金
ま
で
、
午
後
７
時
30
分
閉
館

　

た
だ
し
、
11
日（
木
）
は
、
除
き
ま
す
。
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揖
斐
川

　
　
　

８
月
の
予
定

１
日（
月
）	　

ア
ッ
プ
ル
キ
ッ
ズ
Ｂ
開
始

４
日（
木
）	　

発
育
測
定　

９
時
～
10
時
15
分
受
付
終
了

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

17
日（
水
）	

♪
教
え
て
ド
ク
タ
ー

	

　
【
専
門
医
に
よ
る
育
児
講
座
】

20
日（
土
）	　

第
３
土
曜
日
セ
ン
タ
ー
開
館
日

	

　
【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】

23
日（
火
）	

♥
音
楽
の
ひ
ろ
ば
ハ
ー
モ
ニ
ー

	

　
【
親
子
で
合
唱
】

26
日（
金
）	

♪
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

	

　
【
畳
縁
く
る
み
ボ
タ
ン
作
り
】

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
あ
り
。
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
か
ら
実
施
日
当
日
ま
で
、

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
（
電
話
予
約
不
可
）

♥
は
要
申
込
み
、
♪
は
要
申
込
み
で
、
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日�����������������������������

毎
週
月
曜
日 

９
時
～
16
時

発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　

��������������������

月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

���������������������������

第
２
月
曜
日 

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

　
　
　
　
　
　

���������������������������

第
３
土
曜
日 

10
時
～
12
時

※
詳
し
く
は
、℡
２
３

－

１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターは、テラスで水遊びやプール遊びができます。夏の遊びを存分に楽しもう！ 

　今年度のクリスマス会は、みんなで合唱をして楽しみたいと
思います。
　「音楽のひろば～ハーモニー～」を、毎月1回、11月まで開
催します。開催当日、子育て支援センターに遊びに来ていただ
いた親子の方も一緒に歌を歌って楽しみたいと思います。
　曲は、クリスマスソング、童謡など、歌ってみたい歌があれば
リクエストも大歓迎です。
　皆さんのご参加をお持ちしています。
　８月の開催　８月23日（火）10時30分～11時 30分
　場　　　所　揖斐川子育て支援センター・ホール

　坂内地域の大谷川で、
川の中に入って自然の中
で遊びませんか？
　暑い夏、涼をもとめて坂内に出かけてみよう！
　日　　時　8月2日（火）
　　　　　　10：00～11：30
　場　　所　坂内大谷川
　集合場所　坂内交流センター
　集合時間　9：45
※雨天時は、さかうち幼児園で園児とふれあい遊び

　子育て支援センターの園庭にあるタイヤ
に乗ったり降りたりして遊びました。何回
も遊んでいるうちにタイヤからタイヤへ渡
れるようになりました。たくさん、体を動
かして遊び子どもた
ちは満足げな顔でし
た。８月はプール遊
びが中心になります
が、ホールでも運動
遊びをする予定です。

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。子育て支援センター・いびがわアップル　℡２３－１１３６

一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

　お子さんの体のこ
とで気になること、
予防接種のこと、病
気のことなど、後藤
先生を交えてみんな
でおしゃべりしま
しょう！
　日　時　8月17日（水）
　　　　　14：00～15：00
　場　所　揖斐川子育て支援センター
　　　　　ショコラルーム
　講　師　後藤加寿美 氏
　　　　　（元揖斐厚生病院医師）

音楽のひろば　～ハーモニー～
♪親子で楽しく歌いませんか♪

教えてドクター

お外で遊ぼう 坂内・川遊び
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出前保育 ～地域で遊びと相談の場を設置～子育て
Q＆A

10 か月の男の子です。夜泣きがひ
どく、度々起きて大泣きします。昼
寝もあまりしません。親も疲れ気味

です。ぐっすりと寝かしつけるには、どうし
たらよいでしょうか？

寝かせつけようとすればするほど、
焦る気持ちが子どもにも伝わること
があるようです。日中しっかり身体を

動かすために散歩をしてみてはいかがですか。
「犬がいるね」「風が吹いてきたね」とお母さ
んが見たもの感じたままを子どもに語りかけ
てあげたり、子どもが見たであろうものを言
葉で返してあげたりしましょう。こうした関係
が程よい刺激となり、眠りに誘うことができ
るかもしれません。夜泣きはずっと続くもの
ではなく、時期がくれば自然となくなっていく
ものです。これも、成長の一過程と思うことで、
少しは気が楽になるかもしれません。

●
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
め
ざ
せ
！
」

～
い
び
幼
児
園
～

　
「
よ
ー
い
ど
ん
！
」
の
か
け
声
で
前
傾
姿

勢
の
子
ど
も
が
サ
ッ
と
飛
び
出
し
ま
す
。
ス

ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
を
持
っ
た
先
生
が
、「
も
っ

と
手
を
振
っ
て
！
」
と
声
を
か
け
て
い
ま

す
。「
や
っ
た
ぁ
、
○
○
ち
ゃ
ん
、
前
よ
り

２
秒
は
や
く
な
っ
た
よ
！
」「
ほ
ん
と
！
や
っ

た
ぁ
」

　

い
び
幼
児
園
の
園
庭
で
、
20
メ
ー
ト
ル
走

の
タ
イ
ム
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
室
内
で
、
ゲ
ー

ム
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、

運
動
能
力
が
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

い
び
幼
児
園
で
も
、
戸
外
遊
び
を
嫌
が
っ
た

り
、
汚
れ
を
嫌
う
子
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
園
で
は
、
ま
ず
５
歳
児
各
自
の
運

動
能
力
が
ど
の
位
あ
る
の
か
を
把
握
し
、
能

力
に
合
っ
た
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。
運
動
す

る
こ
と
は
、
知
能
の
発
達
を
促
す
こ
と
に
も

つ
な
が
る
の
で
、「
身
体
を
動
か
す
と
楽
し

い
！
」
と
感
じ
、
運
動
が
好
き
に
な
り
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
「
ぼ
く
、
遠
く
ま
で
投
げ
ら
れ
る
よ
！
」

　

今
日
も
、
片
手
フ
ォ
ー
ム
で
ボ
ー
ル
を
投

げ
て
い
ま
す
。
い

つ
か
、
い
び
幼
児

園
卒
園
生
が
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
！

【
６
月
８
日
お
じ
ま
幼
児
園
】

【
６
月
１
日
藤
橋
の
湯
・
散
歩
】

足湯に入り、楽しくおしゃべり

園児と一緒に運動遊びを楽しむ

自然の中で草花を摘む

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

2 火 ★♪ 出前保育：坂内大谷川遊び

9 火 ★♪ 出前保育：藤橋東横山集会所（地域の方とカレーライス作り）

10 水 　 　町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

17 水 　 　揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

18 木 ★　 出前保育：北方公民館（水遊び）※雨天時は制作遊び

24 水 　 　町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

◇ 幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇ ★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
　 居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇ 開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇ ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www.town.ibigawa.lg.jp/
 　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www.ibi-youchien.ed.jp/

８月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～

１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を
毎
月

発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

通
信
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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　医学が発展しているこの現代においても、がんで亡くなる方が多いことは皆さんも感じていることと思います。
早期発見・早期治療により、多くのがんが治ると言われています。そのためにも日々の生活習慣と定期的ながん
検診が大切です。
　ぜひ、講演会へ参加していただき、勉強してみませんか？参加ご希望の方は、下記までお申込みください。（こ
の講座は、揖斐川町保健推進員の研修会を兼ねて実施します）

がん予防について～がん検診の大切さを知ろう～

月　　日 受付時間 検診会場 検診内容（費用）
9月 14日（水） 15：00～ 16：30 揖斐川

保健センター 胸部レントゲン検査　（200円）

【喀
かくたん

痰検査】は、問診で必要と
判断された方のみ（500円）

※喀痰検査料は、喀痰提出時にいた
だきます。

9月 21日（水） 15：00～ 16：30
10月　3日（月） 15：30～ 16：00 谷汲保健センター
10月 24日（月） 15：30～ 16：30

揖斐川
保健センター11月　4日（金） 10：00～ 11：30

11月 15日（火） 13：30～ 15：00

【対 象 者】揖斐川町に住所を有する40歳以上の方
65歳以上の方で肺がん検診を受ける方は、結核健診を受ける必要はありません。

【予約方法】揖斐川保健センターまでご連絡ください。案内用紙および問診票を郵送します。

【申込み・お問い合せ】揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

＜講  師＞　谷汲中央診療所　西脇 健太郎 氏

【日　時】8 月 17 日（水）
【受　付】12：40～ 13：00
【講　演】13：15～ 14：30（お知らせ 14：30～ 15：00）
【場　所】揖斐川町地域交流センターはなもも　1階多目的室１

【申込み・お問い合せ】揖斐川保健センター　℡２３－１５１１

町民特別講座

【日　時】９月６日（火）13：30～ 15：00

【場　所】地域交流センターはなもも　１階 和室

【参加費】無料　　【持ち物】　タオル、飲み物

【服　装】 体操のできる服装、靴下着用   ※ 事前申込みは不要です。

＜講  師＞　薮
やぶ

本
もと

 誠
せい

吾
ご

 氏　日本ゆる協会公認ゆる体操正指導員中級

【お問い合せ】揖斐川町 地域包括支援センター　℡２３－１３４１

平成28年度　肺がん検診のお知らせ

介護予防教室「ゆる体操体験会」参加者大募集
～ゆる体操で　ココロもからだもゆ～るゆる～
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　平成 28 年第３回揖斐川町議会定例会が、６月３日から 10 日までの８日間の会期で開催されました。
　初日には、町長から７案件の報告と条例改正案など５議案が提出され提案説明が行われました。５議案のうち１議案
を原案どおり同意し、残る４議案の審査は各常任委員会に付託されました。
　これを受け、６日には総務文教常任委員会、７日には民生建設常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審
査が行われました。
　２日目の９日には、５名の議員が一般質問を行いました。
　最終日の 10 日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告され、質疑・討論・採決が行われました。　
　また、この日町長から追加提出された契約案件３議案が審議され、すべての議案が原案どおり可決されました。
　本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

第３回揖斐川町議会　定例会

報
告
案
件

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
28
年
度
揖

斐
川
町
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

●
平
成
27
年
度
一
般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事

業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
28
年
度
一

般
財
団
法
人
い
び
が
わ
事
業
計
画
及
び
予

算
の
報
告

●
平
成
27
年
度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春

日
事
業
報
告
及
び
決
算
並
び
に
平
成
28
年

度
株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
春
日
事
業
計

画
及
び
予
算
の
報
告

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算
の

繰
越
明
許
費
の
報
告

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算
の
繰
越
明
許
費
の
報
告

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
の
繰
越
明
許
費
の
報
告

●
平
成
27
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

予
算
の
繰
越
額
の
報
告

条
例
案
件

●
揖
斐
川
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
等
の
公
布
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

補
正
額

　

４
億
５
６
１
６
万
８
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　

１
３
９
億
５
６
１
６
万
８
０
０
０
円

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

３
７
２
万
６
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

８
億
１
７
３
２
万
６
０
０
０
円

●
平
成
28
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

３
７
２
万
６
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

12
億
９
２
１
２
万
６
０
０
０
円

そ
の
他
案
件

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

森
田　

正
行
さ
ん
（
三
倉
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
仮
称
）
や
ま
と
・
き
た
が
た
統
合
幼
児

園
建
設
（
建
築
）
工
事

　

契
約
金
額　
　
　
　

４
億
２
９
８
４
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
久
保
田
工
務
店

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
仮
称
）
や
ま
と
・
き
た
が
た
統
合
幼
児

園
建
設
（
電
気
設
備
）
工
事

　

契
約
金
額　
　
　
　
　
　

６
４
８
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

末
永
電
気
株
式
会
社

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
仮
称
）
や
ま
と
・
き
た
が
た
統
合
幼
児

園
建
設
（
機
械
設
備
）
工
事

　

契
約
金
額　
　

８
９
５
３
万
２
０
０
０
円

　

契
約
の
相
手
方

　

林
工
業
株
式
会
社 

揖
斐
川
本
店

　

６
月３

日　

第
３
回
町
議
会
定
例
会（初

日
）

６
日　
第
２
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

７
日　
第
２
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

９
日　

第
３
回
町
議
会
定
例
会

（
２
日
目
）
一
般
質
問

10
日　

第
３
回
町
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

10
日　

第
５
回
全
員
協
議
会

17
日　

第
５
回
議
会
改
革
検
討
特
別

　
　
　

委
員
会

議
会
活
動
報
告
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林 

　 

幹 

夫 

議
員

住
民
の
災
害
避
難
で
の｢

自
助｣

行
動
を
補

う
、
平
時
か
ら
の｢

共
助｣

と
「
公
助
」
の

進
め
方
に
つ
い
て

　

海
洋
型
地
震
で
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
東
日

本
大
震
災
、
想
定
外
の
豪
雨
で
発
生
し
た
広

島
の
土
砂
災
害
、
そ
し
て
活
断
層
に
よ
る
直

下
型
の
熊
本
地
震
と
、
被
害
状
況
の
異
な
る

大
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
流
域
は
、
古
く
か
ら
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
起
き
る
地
形
で
、
必
ず
大
災
害
に

襲
わ
れ
る
と
覚
悟
し
、
日
頃
か
ら
の
気
構
え

で
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
災
害
が
起
き
た
時
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
我
が
身
を
守
る

と
っ
さ
の
判
断
、
そ
し
て
行
動
に
移
す
こ
と

は
極
め
て
難
し
い
で
す
。
災
害
に
対
す
る
知

識
が
あ
っ
て
、
初
め
て
実
行
に
移
せ
る
も
の

で
、
そ
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
基
礎
は
、
平

時
の
共
助
、
地
域
の
絆
で
あ
り
、
行
政
が
示

す
公
助
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

報
道
さ
れ
る
熊
本
地
震
の
避
難
生
活
の
状

況
を
我
が
身
に
置
き
か
え
ら
れ
た
町
民
の
皆

さ
ん
の
災
害
避
難
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
揖
斐
川
町
が
平
時
に

行
な
っ
た
公
助
と
共
助
の
実
態
を
検
索
す
る

と
、
平
成
19
年
に
土
砂
・
洪
水
・
地
震
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
指
定
緊
急
避
難
場
所（
災

害
時
に
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
場
所
）を
付

記
し
て
全
戸
に
配
付
、
20
年
に
は
地
域
別
に

避
難
所（
避
難
場
所
を
地
区
に
割
振
っ
た
避

難
先
）の
一
覧
表
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

住
民
に
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

地
域
の
絆
に
頼
る
共
助
と
し
て
は
、
平
成
15

年
に
集
落
ご
と
の
自
主
防
災
組
織
の
立
上
げ

を
区
長
さ
ん
に
委
ね
た
が
、
そ
の
後
の
掌
握

が
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

い
ず
れ
も
実
施
か
ら
相
当
の
歳
月
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
で
、
関
係
者
の
交
代
、
高
齢

者
の
急
増
、
災
害
の
規
模
な
ど
状
況
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
自
助
、
共
助
の

行
動
は
、
避
難
勧
告
の
発
令
前
に
踏
み
出
す

行
動
と
認
識
し
、
平
時
に
お
い
て
要
点
を
捉

え
や
す
く
実
践
効
果
の
高
い
内
容
で
基
本
を

示
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
住
民
が
災
害
に
直
面
し
た
時
、
自
助
が
的

確
に
判
断
で
き
る
よ
う
、
平
時
に
行
政
は
公

助
の
形
で
基
本
知
識
や
避
難
先
な
ど
を
示
し

て
お
く
と
と
も
に
、
地
域
の
絆
で
助
け
合
う

自
主
防
災
組
織
や
共
助
の
確
立
を
繰
り
返
し

促
す
こ
と
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
予
測
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
て
防
災

知
識
を
身
に
つ
け
た
専
門
職
を
育
成
し
、
平

時
か
ら
の
防
災
対
応
を
強
化
す
る
た
め
の
防

災
部
署
の
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

③
非
常
時
の
電
源
確
保
と
し
て
備
え
ら
れ
て

い
る
自
家
発
電
設
備
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
稼
働

が
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
家
発
電
設
備
に
は
自
家
発
電
と

一
般
受
電
が
併
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
職
員
の
訓
練
を
兼
ね
半
年
に
一
度

４
～
５
日
間
の
長
時
間
試
運
転
を
行
い
、
非

常
時
に
備
え
て
は
い
か
が
で
す
か
。

④
揖
斐
川
町
の
地
形
か
ら
、
災
害
が
起
き
る

と
電
気
や
音
声
告
知
放
送
な
ど
の
有
線
の
も

の
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
移
動
系
の

基
地
局
の
架
線
設
備
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
条

件
が
重
な
り
、
災
害
発
生
直
後
の
情
報
収
集

は
困
難
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

通
信
衛
星
利
用
携
帯
電
話
を
常
備
す
る
場

所
を
振
興
事
務
所
に
と
ど
め
ず
、
災
害
が
起

き
た
時
に
一
時
的
に
孤
立
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
38
集
落
に
広
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

町  

長

①
災
害
避
難
に
つ
い
て
、
今
後
、
熊
本
震
災

を
事
例
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。災
害
発
生
時
は
避
難
、

消
火
、
救
出
、
応
急
救
護
の
多
く
の
対
策
を

行
政
が
全
て
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
災

害
へ
の
初
期
対
応
、
対
策
に
つ
い
て
は
、
自

助
、
共
助
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
防
災
訓
練
の
内
容
を
見

直
し
、
６
月
に
実
施
す
る
春
日
地
区
の
土
砂

災
害
防
災
訓
練
は
、
地
域
の
方
に
よ
る
自

助
、
共
助
の
訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
実
際
に
は
、
第
１
次
避
難
所
で
避

難
し
て
い
な
い
方
が
い
な
い
か
ど
う
か
を
確

認
し
、
独
居
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
避
難
し

て
い
る
と
い
う
安
否
確
認
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
防
災
訓
練
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
助
、
共
助
の
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
自
主
防
災
組
織
を
し
っ
か
り
組
み
立

て
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
れ
は
地
域

で
消
火
、
救
出
、
救
護
、
情
報
、
避
難
対
策
、

給
食
給
水
な
ど
の
役
割
分
担
を
決
め
、
平
時

は
も
と
よ
り
災
害
時
に
活
動
し
て
い
た
だ
く

地
域
の
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

合
っ
た
組
織
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

先
日
の
代
表
区
長
会
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
区
長
さ
ん
を

は
じ
め
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
や
自

覚
も
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
少
し

で
も
喚
起
で
き
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
い
く

体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
地
域
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

を
全
戸
配
付
し
、避
難
場
所
や
日
頃
の
備
え
、

避
難
に
際
し
て
の
注
意
な
ど
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
が
、
今
一
度
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

②
揖
斐
川
町
で
は
防
災
対
策
監
を
筆
頭
に
、

総
務
課
に
防
災
担
当
の
係
を
張
り
つ
け
て
お

り
、
連
絡
調
整
と
調
査
を
し
っ
か
り
踏
ま
え

て
い
く
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た

職
員
の
警
戒
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
災
害

担
当
班
が
非
常
時
に
は
出
勤
し
、
い
ろ
い
ろ

な
調
整
や
調
査
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

岐
阜
県
と
岐
阜
地
方
気
象
台
の
情
報
を
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
で
結
び
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
自
家
発
電
の
稼
働
に
つ
い
て
は
、
最
長
時

間
72
時
間
の
も
の
や
、
最
短
２
時
間
半
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
使
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
特
に
燃
料
の
関

係
も
あ
り
、
終
日
運
転
す
る
こ
と
や
い
ろ
ん

な
こ
と
が
組
み
合
わ
せ
と
し
て
あ
り
ま
す
の

議員５名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします（紙面の都合上、質問
および答弁は要約しています）
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で
、
今
後
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

④
衛
星
携
帯
電
話
は
、
町
全
体
で
13
基
保
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
３
基
が
本
庁
で
、

あ
と
２
基
ず
つ
各
振
興
事
務
所
に
配
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
充
電
等
の
管

理
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
今
振
興
事
務
所

に
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
自

主
防
災
組
織
で
管
理
を
お
願
い
で
き
れ
ば
一

番
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
衛
星
携

帯
電
話
を
増
や
す
ば
か
り
で
は
と
思
い
ま
す
。

林 

　 

幹 

夫 

議
員

町
内
に
所
在
す
る
公
共
機
関
や
量
販
店
と
の

共
存
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
生
い
立
ち
は
大
正
13
年
発
刊

の
揖
斐
郡
誌
に
、
１
０
０
年
前
の
揖
斐
地

域
に
は
３
万
２
０
０
０
余
り
の
人
々
が
住

み
、
薪
や
木
炭
を
生
産
す
る
山
仕
事
で
活
気

が
あ
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
30

年
頃
に
は
、
人
口
は
３
万
７
０
０
０
余
と
増

え
、
郡
都
と
言
わ
れ
た
旧
揖
斐
町
に
公
共
の

施
設
が
次
々
と
設
置
さ
れ
、
活
気
が
一
段
と

高
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

生
活
様
式
が
電
気
と
ガ
ス
に
変
わ
り
、
薪
や

木
炭
の
需
要
が
な
く
な
る
と
、
人
口
も
減
少

に
向
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
町
村
合
併
で
町
域
の
93
パ
ー
セ
ン

ト
を
急
峻
な
山
が
占
め
る
特
異
な
地
形
と
な

り
、
過
疎
や
高
齢
化
を
止
め
る
手
だ
て
も
見

出
せ
な
い
ま
ま
、
人
口
が
２
万
２
０
０
０
人

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
先
、
45
年
頃
に

は
人
口
は
１
万
５
０
０
０
人
を
割
り
込
み
、

消
滅
す
る
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
な
り
、
揖
斐
郡
３
町
に
幾
つ
も
の

ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
賑

わ
い
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
町
の
活
力
を
左
右
す
る
事
案
が
次
々

と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
生
活
用
品

を
取
り
扱
う
量
販
店
の
撤
退
で
、
町
内
に
あ

る
量
販
店
の
販
売
圏
に
は
人
口
は
少
な
く
購

買
力
に
欠
け
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
の
春
、
薬
を
取
り
扱
う
量
販
店
が

撤
退
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
か
ら
公
共

機
関
等
が
無
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
起
き
て

い
ま
す
。
10
年
ほ
ど
前
、
法
務
局
の
出
張
所

が
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
３
月
末
に
電

力
会
社
の
営
業
所
が
事
実
上
の
閉
鎖
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
上
に
、
郡
都
と
し
て
重
ん
じ

ら
れ
て
置
か
れ
て
き
た
諸
施
設
ま
で
も
と
の

臆
測
も
流
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
と
人
口
減
少
は

加
速
し
、
町
の
死
活
課
題
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
く
、
何
ら
か
の
方
策
を
講
じ
る
時
期

が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

①
町
の
活
性
化
や
移
住
・
定
住
施
策
を
妨
げ

る
公
益
機
関
や
量
販
店
の
撤
退
に
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
か
方
向
性
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

②
電
力
会
社
の
撤
退
は
、
火
災
、
災
害
で
断

線
し
た
危
険
な
状
態
の
後
始
末
や
復
旧
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
は
必
至
で
、
そ
の
間
、
災

害
発
生
時
の
状
況
収
集
、
窓
口
閉
鎖
で
住
民

と
の
意
思
疎
通
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
早
急
に
、
電
力
会
社
と
緊
急
時

の
対
応
措
置
を
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
対
処
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町  

長

①
町
内
に
あ
り
ま
し
た
ス
ギ
薬
局
が
モ
レ
ラ

の
所
へ
統
合
さ
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
話
も
無
か
っ

た
で
す
が
、
薬
局
の
量
販
店
は
上
南
方
地
内

に
１
軒
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
く

の
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
浸
透
に
よ
る
統
廃
合
が
、
量
販
店
以
外

で
も
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
人
口

減
少
の
経
過
は
議
員
の
お
話
の
と
お
り
で

す
。こ
れ
を
１
人
で
も
と
ど
め
て
い
く
た
め
、

今
回
４
月
か
ら
始
め
ま
し
た
「
自
然
健
幸
の

ま
ち 

い
び
が
わ
」
を
第
２
次
総
合
計
画
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
過
疎
化
、
そ

し
て
移
住
・
定
住
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
今

回
、
岐
阜
大
学
の
学
生
さ
ん
に
久
瀬
の
地
域

へ
入
っ
て
も
ら
い
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
提
案

を
受
け
、
教
授
の
先
生
方
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
県
と
調
整
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
特
産
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
こ
れ

か
ら
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
目
玉
に
な

り
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
だ

け
る
人
が
１
人
で
も
多
く
な
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
に
つ
い
て
は
、
１
万
５
０
０
０
人
で

と
ど
め
た
い
と
い
う
の
が
思
い
で
、
そ
れ
が

地
方
創
生
の
一
番
の
柱
で
す
。
特
に
、
総
合

戦
略
の
中
で
は
、
町
か
ら
の
転
出
を
何
と
か

抑
制
し
て
い
く
た
め
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
暮
ら
し
を
支
え
る
環
境
を
整
備
し
、
田
舎

に
住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
環
境

整
備
を
図
り
、
い
ろ
い
ろ
な
特
色
も
あ
り
ま

す
の
で
、
幅
広
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

②
中
部
電
力
の
大
垣
営
業
所
へ
の
統
合
に
つ

い
て
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
中
部
電

力
と
は
兼
ね
て
か
ら
、
毎
回
調
整
に
来
て
く

れ
て
い
ま
す
の
で
、
担
当
を
含
め
、
特
に
災

害
時
に
は
ど
う
い
う
応
急
的
な
措
置
、
そ
し

て
駐
在
員
を
ど
う
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ

と
を
今
調
整
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

杉 

本 

一 

義 

議
員

町
道
「
反ま

む
し
だ
に

鼻
谷
３
号
線
」
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

　

こ
の
路
線
は
鎌
曽
平
以
南
の
国
道
３
０
３

号
と
の
分
岐
点
か
ら
北
山
隧
道
ま
で
を
結
ぶ

４
４
４
メ
ー
ト
ル
の
町
道
で
す
。

　

現
在
の
国
道
３
０
３
号
が
開
通
す
る
ま
で

の
間
、
通
学
や
日
常
生
活
の
主
要
道
路
と
し

て
利
用
し
て
き
た
道
路
で
、
一
度
通
り
抜
け
て

み
た
と
こ
ろ
、
舗
装
の
所
々
の
継
張
り
や
未

舗
装
箇
所
が
あ
る
上
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
垂

れ
下
が
っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
、
ま
た
そ
の
先
に

は
土
砂
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
町
道
と
は
言
い

が
た
い
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

道
路
は
幾
ら
細
か
く
走
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
理
由
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
道
路
と
し

て
の
機
能
は
し
っ
か
り
確
保
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
こ
の
道
路
の
必
要
性
や
維
持
管
理
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
土

砂
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
何
ら
か
の
計

画
、
目
的
が
あ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町  

長

　

現
在
、
反
鼻
谷
３
号
線
は
飛
鳥
川
用
水
建
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と
共
に
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
も
高
め
る

た
め
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
コ
テ
ー
ジ
、
栃
の
実

荘
の
宿
泊
施
設
や
登
山
道
な
ど
の
整
備
が
順

次
行
わ
れ
、
現
在
の
形
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
場
当
時
は
、
日
坂
地
区
の
各
家
庭
で
民

宿
が
営
ま
れ
、
各
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
雑
魚
寝

す
る
ほ
ど
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
、
車
社
会

に
な
っ
て
か
ら
も
朝
８
時
頃
に
は
駐
車
場
が

満
車
で
引
き
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
車
が
出
る

ほ
ど
大
盛
況
で
、
こ
れ
は
平
成
14
年
こ
ろ
ま

で
続
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
行
楽
の
多
様
化
や
少
子
化
、
ま

た
施
設
の
老
朽
化
に
合
わ
せ
雪
不
足
と
い
っ

た
負
の
要
因
が
総
合
的
に
相
ま
っ
て
、
入
込

み
客
は
四
季
を
通
し
て
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
揖
斐
高
原
は
高
地
で
あ
る
が
ゆ

え
に
味
わ
え
る
爽
快
感
と
四
季
を
通
し
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
意
義
あ
る
場
所
で
、
町

に
と
っ
て
も
、
ま
た
山
間
地
域
の
活
力
を
呼

び
起
こ
す
た
め
に
も
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て

活
性
化
す
べ
き
大
切
な
観
光
資
源
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
中
学
生
以
下
の
リ
フ
ト

券
の
無
料
化
や
、
大
垣
共
立
銀
行
と
の
提
携

に
よ
る
Ｏ
Ｋ
Ｂ
森
林
共
和
国
づ
く
り
、
ま
た

平
成
27
年
度
に
は
揖
斐
高
原
有
効
利
用
活
用

調
査
委
託
料
と
し
て
３
２
４
万
円
の
予
算
化

を
い
た
だ
く
な
ど
、
活
性
に
向
け
て
の
町
の

意
気
込
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

安
定
的
な
雪
が
見
込
め
な
い
中
で
、
老
朽

化
し
た
コ
テ
ー
ジ
等
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も

の
へ
の
改
築
や
、
自
然
と
融
合
し
た
遊
び
場

に
よ
る
子
ど
も
の
誘
導
策
な
ど
、
冬
以
外
の

季
節
へ
今
ま
で
以
上
の
シ
フ
ト
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
委

託
調
査
で
示
さ
れ
た
内
容
と
合
わ
せ
て
こ
の

施
設
に
か
け
る
思
い
入
れ
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

町  

長

　

揖
斐
高
原
に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
な

ど
の
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
受
け
て
お
り
、
こ

れ
を
こ
れ
か
ら
点
検
し
な
が
ら
、
使
い
方
に

つ
い
て
今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
危
険
で
な
い
箇
所
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
レ

ジ
ャ
ー
と
い
う
こ
と
で
使
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

５
～
６
年
前
に
、
久
瀬
地
域
審
議
会
に
お

い
て
、
雪
が
な
い
の
で
考
え
方
を
変
え
よ
、

と
い
う
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
の
で
、
新

た
な
展
開
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
レ

ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
形
で
、
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
わ
い
わ
い
遊
べ
る
よ
う
な
地

域
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
か
ら
Ｏ
Ｋ
Ｂ
の
森
と
い
う
こ

と
で
、
大
垣
共
立
銀
行
の
お
骨
折
で
、
木
を

植
え
た
り
遊
び
場
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
、
賑
わ
い
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
ギ
ー
カ
ー
も
走
っ
て
い
ま
す

し
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
自
然
を
使
っ
た
ゲ
レ

ン
デ
と
し
て
の
活
用
方
法
を
、
様
々
な
施
策

を
少
し
ず
つ
や
り
な
が
ら
探
っ
て
い
ま
す
。

何
と
か
存
続
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
土
地
が
町
有
地
で
な
い
た
め
、

開
発
し
よ
う
と
す
る
と
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り

ま
す
。
ま
た
土
質
が
さ
ば
土
で
砂
山
で
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
が
安
全
と
安
心
を
考
え
た

時
、
次
の
施
策
を
考
え
る
上
で
一
番
考
慮
す

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
27
年
の
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

Ｏ
Ｋ
Ｂ
の
森
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

事
業
化
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
平
成
28
年
度

に
繰
越
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
必
要
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
調
査
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

小 

倉 

昌 

弘 

議
員

岐
阜
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例

に
つ
い
て

　

岐
阜
県
は
、
古
く
か
ら
も
の
づ
く
り
が
盛

ん
で
、
製
造
業
は
そ
の
中
心
的
な
産
業
で
あ

り
ま
す
。
繊
維
、
陶
磁
器
、
家
具
・
木
工
、

刃
物
、
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
食
品
な
ど
、

県
内
各
地
域
の
歴
史
、
風
土
及
び
文
化
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
特
色
の
あ
る
地
場
産
業
を

中
心
に
、
岐
阜
県
の
も
の
づ
く
り
は
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
県
内
の
総
企
業
数
の
ほ
と
ん

ど
を
占
め
る
中
小
企
業
、
そ
の
内
大
部
分
を

占
め
る
小
規
模
企
業
は
、
特
色
あ
る
事
業
活

動
を
行
い
、
多
様
な
就
業
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
、
岐
阜

県
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
活
動
の

担
い
手
と
し
て
も
、
中
心
的
な
役
割
を
務
め

て
き
た
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
中
で
、
市
町
村
の
役
割
と
し

て
、
市
町
村
は
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
中

小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
が
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
国
・
県
及

び
他
の
市
町
村
と
連
携
し
、
そ
の
地
域
の
特

設
当
時
、
飛
鳥
川
用
水
土
地
改
良
区
、
北
方

財
産
区
、
ま
た
区
長
会
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

地
元
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
の
調
整
に
よ

り
、
北
方
財
産
区
に
係
る
区
間
か
ら
北
山
隧

道
ま
で
の
町
道
は
廃
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
道
３
０
３
号
と
の
分
岐
点
か
ら
国
道

３
０
３
号
の
鎌
曽
橋
高
架
下
ま
で
の
延
長

４
４
４
メ
ー
ト
ル
間
を
平
成
８
年
３
月
に
改

め
て
町
道
と
認
定
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
質

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
未
舗
装
の
区
間
、
土

砂
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
範
囲
に
つ
い
て

は
、
本
路
線
の
区
間
外
で
す
。

　

本
路
線
に
つ
い
て
は
国
道
３
０
３
号
鎌
曽

橋
下
ま
で
で
行
き
止
ま
り
と
な
る
路
線
で
あ

り
、
通
行
危
険
箇
所
を
避
け
る
た
め
早
急
に

通
行
止
め
措
置
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
土
砂
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
件

に
つ
い
て
は
、
県
と
北
方
財
産
区
で
調
整
の

上
、
県
が
北
方
地
内
で
実
施
す
る
事
業
の
工

事
箇
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
建
設
発
生
土
を
、

同
事
業
の
工
事
で
有
効
に
活
用
を
す
る
た
め

の
仮
置
き
場
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

土
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
公
共
事

業
等
に
お
け
る
建
設
発
生
土
の
有
効
な
仮
置

き
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

杉 

本 

一 

義 

議
員

観
光
施
設
「
揖
斐
高
原
」
の
活
性
に
つ
い
て

　

揖
斐
高
原
観
光
施
設
は
、
昭
和
38
年
に
民

間
企
業
に
よ
り
ス
キ
ー
場
が
開
場
さ
れ
、
昭

和
61
年
に
は
そ
の
左
隣
に
こ
の
地
一
帯
を
観

光
の
拠
点
と
し
て
、
村
営
の
貝
月
ス
キ
ー
場

が
住
民
の
働
き
場
の
確
保
と
地
域
の
活
性
化

を
つ
く
り
出
そ
う
と
の
考
え
で
開
場
さ
れ
る
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性
を
生
か
し
た
施
策
を
実
施
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
条
例
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
町
で
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
帽
子
な
ど
の

ほ
と
ん
ど
が
中
国
製
で
す
。
金
額
の
問
題
で

中
国
製
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
日
本
で
は
全

く
製
造
し
て
い
な
い
の
か
。
そ
し
て
町
長
も

日
頃
か
ら
言
っ
て
い
る
地
産
地
消
に
つ
い
て

も
、
食
べ
物
だ
け
で
は
な
く
い
ろ
い
ろ
な
も

の
に
当
て
は
め
て
地
域
の
産
業
を
守
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町  

長

　

小
規
模
企
業
に
対
し
て
の
応
援
に
つ
い
て

は
長
年
や
っ
て
い
ま
す
が
、
商
工
会
を
窓
口

と
し
て
揖
斐
川
町
中
小
企
業
融
資
金
利
子
補

給
規
程
に
よ
り
、
今
年
度
は
16
件
オ
フ
ァ
ー

を
い
た
だ
き
、
順
次
許
可
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
借
入
金
の
利
子
補

給
で
利
率
に
す
る
と
少
な
い
で
す
が
、
２
・

２
７
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
内
１
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
、
約
８
割
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
学
校
給
食
や
ふ
る
さ
と
納
税
の

特
典
と
し
て
、
町
内
産
の
農
産
物
、
特
産
物

を
優
先
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
好
評

で
す
。
今
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
も
ふ
る

さ
と
納
税
と
い
う
面
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、

国
内
の
皆
さ
ん
に
段
々
と
行
き
渡
り
、
広

が
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
揖
斐
川
町
に
住
む
上
で
、
町
内

の
企
業
や
町
内
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
方
を
優

先
に
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
に
加
え
、
値
段
の
点
も
含
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
事
務
用
品
は
、
会
計
課
で
ま
と
め
て
買

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
単
価
的
に
は
安

く
な
り
ま
す
が
、
や
は
り
地
場
産
の
も
の
と

い
う
こ
と
で
、
町
内
の
業
者
の
皆
さ
ん
に
も

発
注
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
か
ら
従
来
の
農
業
祭
や
商

工
祭
を
ま
と
め
、
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
き
っ

か
け
を
つ
く
り
、
マ
ラ
ソ
ン
や
い
ろ
ん
な
こ

と
で
、
揖
斐
川
町
の
も
の
を
使
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
国
内
に
向
け
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
が
、
農
協
さ
ん
を
通

じ
た
海
外
戦
略
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
揖

斐
川
町
と
し
て
売
れ
る
も
の
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
揖
斐
川
町
の

特
産
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
中
小
企
業
の
経
営
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
そ
う
い
っ
た
材
料
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
振
興
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
狙
い
で
す
の
で
、
ご
指
導
と

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
ブ
ラ
ン
ド
が
出
て
い
ま
す
が
、

国
内
の
業
者
の
方
が
そ
こ
で
生
産
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実
態
を
調
べ
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。私
は
一
番
初
め
に
、

町
の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
細
か
い
安

い
も
の
は
、
揖
斐
川
町
で
小
売
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
を
使
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。今
量
販
に
な
り
、段
々

そ
う
い
っ
た
方
向
へ
進
ん
で
い
ま
す
が
、
改

め
て
気
付
く
所
に
は
、
私
か
ら
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
県
の
条
例
が
で
き
ま
し
て
、
町
と
し

て
ど
こ
ま
で
関
わ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
条
例
が

で
き
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
町

と
し
て
は
、
融
資
の
利
子
補
給
を
今
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
掲

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
佐
美
直
道 

議
員

障
が
い
者
就
労
施
設
か
ら
の
物
品
等
の
調
達

の
推
進
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
施
行
さ

れ
た
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
基
づ
き
、

障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調

達
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
達
方
針
と
調
達
実
績
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
は
町
の
全
て

の
機
関
合
わ
せ
て
調
達
目
標
が
40
万
円
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
も
同
額
の

目
標
で
す
。

　

調
達
実
績
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
福
祉

作
業
所
い
ず
み
で
作
ら
れ
た
石
け
ん
の
購
入

費
が
１
０
０
０
円
、
障
が
い
者
福
祉
施
設

ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜
へ
の
ご
み
分
別
作
業

費
の
支
払
い
が
18
万
４
０
０
０
円
、
ト
ー
タ

ル
で
18
万
５
０
０
０
円
を
使
っ
て
い
ま
す
。

目
標
の
半
分
に
も
行
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、

人
に
優
し
い
健
幸
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲

げ
て
こ
ら
れ
た
割
に
は
残
念
な
数
字
で
あ
り

ま
す
。
特
に
い
ず
み
で
は
製
品
の
販
売
機
会

が
少
な
い
た
め
、
石
け
ん
製
造
の
作
業
を
休

む
こ
と
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
目
標
額
の
ア
ッ
プ
及
び

町
の
か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
参
加
賞
と
し

て
石
け
ん
を
使
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
障
が

い
者
の
就
労
確
保
、
自
立
を
目
指
す
推
進
法

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
昨
年
度
以
上
の
配
慮
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

町  

長

　

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
進

め
て
お
り
、
数
字
的
な
お
話
を
さ
れ
ま
し
た

が
こ
れ
は
目
標
で
あ
り
、
今
現
在
の
売
り
高

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
い
ろ
い

ろ
お
願
い
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

揖
斐
川
町
の
障
が
い
者
優
先
調
達
方
針
は
法

律
に
基
づ
き
、
当
該
年
度
に
調
達
を
推
進
す

る
障
が
い
者
就
労
施
設
等
供
給
す
る
物
品
等

及
び
そ
の
調
達
の
目
標
に
つ
い
て
定
め
て
い

ま
す
。

　

町
内
の
障
が
い
者
の
就
労
施
設
は
、
福
祉

作
業
所
い
ず
み
と
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の
杜

の
２
か
所
が
あ
り
ま
す
。
今
お
話
が
あ
っ
た

数
字
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
式
の
数
字

で
あ
り
、
努
力
目
標
も
含
め
、
現
在
は
そ
の

よ
う
な
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
い
ず
み
に
つ
い
て
は
、
長
年

培
っ
て
き
た
石
け
ん
づ
く
り
で
す
が
、
石
け

ん
に
つ
い
て
は
一
時
は
人
気
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
段
々
人
気
が
下
が
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
面
で
は
、
毎
週
役
場
へ
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
、
谷
汲
の
杜
の
皆
さ
ん

が
、自
分
の
所
で
パ
ン
を
つ
く
ら
れ
て
お
り
、

職
員
に
人
気
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
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う
い
う
施
設
な
の
で
買
う
の
が
当
た
り
前
と

い
う
考
え
で
な
く
、
お
互
い
一
緒
に
考
え
て

行
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
意
識
に
立
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
売
れ
る
も

の
を
ど
う
出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、

施
設
の
皆
さ
ん
や
特
に
指
導
者
の
皆
さ
ん
は

よ
く
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
た

だ
け
る
と
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

大 

西 

政 

美 

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
プ
レ
ミ
ア
ム
回
数
券
に

つ
い
て

　

昨
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
の
促

進
を
兼
ね
、
プ
レ
ミ
ア
ム
１
０
０
円
券
の

12
枚
つ
づ
り
の
１
２
０
０
円
分
の
運
賃
を

１
０
０
０
円
で
販
売
す
る
回
数
券
を
１
万
冊

準
備
し
て
、
平
成
27
年
10
月
20
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
通

勤
・
通
学
者
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。

　

宗
宮
町
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
今
年

度
も
商
工
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
発
行

と
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
プ
レ
ミ
ア
ム
回
数

券
も
販
売
期
間
、
ま
た
Ｐ
Ｒ
方
法
も
検
討
し

て
販
売
し
て
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
促
進
と
子
育
て
支
援
策
と
し
て
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

町  

長

　

プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回

数
券
は
、
総
務
省
の
地
域
創
生
の
プ
レ
ミ
ア

ム
の
中
の
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
で
や
っ
て
い
た

事
業
で
す
。
こ
れ
は
従
来
の
利
用
率
か
ら
い

い
ま
す
と
、
結
果
的
に
22
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。
町
と
し
て
は
、
そ
れ
だ
け
人
気
が

無
か
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
手
を
か
え
品
を
か
え
、
ま
た
地

方
創
生
に
向
け
て
職
員
と
も
ど
も
や
っ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
単
に
数
値

の
判
断
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
を

ど
う
捉
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
か

ら
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

大 

西 

政 

美 

議
員

第
２
次
総
合
計
画
の
推
進
に
係
る
人
材
育
成

に
つ
い
て

　

４
月
の
区
長
会
研
修
会
で
、
宗
宮
町
長
よ

り
、
平
成
28
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
揖
斐

川
町
第
２
次
総
合
計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
記
念
講
演
と
し
て
岐
阜
県
森
林

ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
の
涌
井
史
郎
先
生
よ
り
、

演
題
「
地
域
が
大
変
！
揖
斐
川
町
は
も
っ
と

大
変
！
＋
具
体
的
な
一
歩
を
！
」
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
は
平
成
37

年
ま
で
で
、
基
本
計
画
は
前
期
５
年
、
後
期

５
年
と
し
、揖
斐
川
町
が
目
指
す
町
の
姿「
自

然
健
幸
の
ま
ち　

い
び
が
わ
」
を
将
来
像
に

分
野
別
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
２
０
４
０
年
問
題
で
は
消
滅
可
能

性
都
市
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
涌
井
史
郎
先

生
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
無
居
住
化
す
る

地
点
と
し
て
日
本
全
体
を
図
表
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
揖
斐
川
町
は
対
象
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
次
総
合

計
画
で
は
、
１
万
人
か
ら
１
万
２
０
０
０
人

と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
約
１
万
人
以
上
は
減

少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
数
字
で
す
。

　

揖
斐
川
町
の
献
身
的
な
協
力
に
よ
り
大
成

功
に
終
わ
っ
た
全
国
育
樹
祭
、
そ
の
レ
ガ

シ
ー
を
揖
斐
川
町
に
前
向
き
な
変
化
を
生
み

出
す
契
機
と
し
て
住
民
と
行
政
が
力
を
合
わ

せ
、
住
民
協
働
、
自
治
体
間
と
連
携
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い

と
涌
井
史
郎
先
生
は
お
話
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
推
進
中
、
10
年
間
で
多

く
の
職
員
が
退
職
、
特
に
こ
の
数
年
間
は
幹

部
職
員
の
退
職
者
が
ど
の
分
野
に
お
い
て
も

多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
を
推
進

実
施
す
る
た
め
に
は
人
材
育
成
は
大
変
重
要

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
若
年
層
や
女
性
職
員

の
中
堅
職
員
研
修
、
幹
部
職
員
研
修
等
の
人

材
育
成
と
人
事
制
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

町  

長

　

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
は

時
代
の
流
れ
に
即
応
で
き
る
職
員
を
育
て
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
材
育
成
計
画
と
人

事
制
度
ま
で
組
み
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
幹
部
職
員
と
し

て
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
環
境
は
大
き
く
変
わ
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
を
い
か
に
捉
え
て
い
く
か

と
い
う
の
が
、
情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
と
い
う
も

の
で
す
。
特
に
議
員
さ
ん
方
に
は
、
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
ご
指
導

ご
支
援
を
賜
り
、
日
常
で
そ
う
い
う
お
話
が

で
き
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

揖
斐
川
町
を
背
負
っ
て
立
つ
職
員
は
、
職

員
と
し
て
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話

し
て
い
ま
す
。
今
、
多
様
化
し
専
門
的
な
仕

事
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
守
秘
義

務
が
課
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
自
分
で
判
断

で
き
る
職
員
を
育
て
て
い
く
か
と
い
う
の
が

一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
活
躍
で
き
る
職
員
の
人
材
育
成
の
研

修
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
る
と
、
役
職
別
の

研
修
で
地
方
自
治
法
な
ど
公
務
員
と
し
て
の

必
要
な
専
門
知
識
を
高
め
能
力
開
発
を
進
め

る
た
め
、
岐
阜
県
市
町
村
研
修
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
職
員
が
希
望
に
応
じ
て
受
講
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
自
治
大
学
校
の
短
期
入
所
の
機
会
を
与

え
、
希
望
し
た
職
員
を
優
先
に
出
し
て
い
ま

す
。
県
の
市
町
村
課
や
税
務
課
そ
し
て
大
垣

市
、
東
日
本
の
震
災
の
時
の
大
槌
町
へ
の
２

年
間
の
派
遣
は
、
現
場
で
本
当
に
頑
張
っ
て

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
合
わ
せ
、
行

政
の
感
覚
だ
け
で
な
く
、
一
般
企
業
の
感
覚

を
捉
え
て
や
っ
て
も
ら
お
う
と
、
何
年
か
前

か
ら
西
濃
運
輸
さ
ん
へ
１
年
間
、
現
場
研
修

を
含
め
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
一
番
の

実
績
は
、民
間
企
業
へ
行
っ
た
職
員
た
ち
は
、

本
当
に
自
分
の
エ
リ
ア
を
開
発
し
よ
う
と
努

力
し
て
多
く
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、

そ
の
場
限
り
の
仕
事
に
な
ら
な
い
よ
う
、
町

政
に
当
た
っ
て
く
れ
る
職
員
を
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
、

申
請
後
に
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
へ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た
方

に
は
、
順
次
交
付
通
知
書（
は
が
き
）
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
交
付
通
知
書
の
裏
面
の
期

日
を
過
ぎ
て
も
、保
管
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

夏
季
休
暇
や
お
盆
を
利
用
し
、
早
め
に
受
け

取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
け
取
り
に
は
、
お
一
人
20
分
ほ
ど
か
か

り
ま
す
の
で
、
お
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り
に
つ
い
て

入
院
中
や
入
所
中
以
外
で
の
代
理
人
受
け

取
り
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

15
歳
未
満
で
申
請
さ
れ
た
方

法
定
代
理
人（
父
・
母
な
ど
）
と
一
緒
に

来
庁
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ま
お
よ

び
保
護
者
ど
ち
ら
も
、
本
人
確
認
書
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

開
庁
時
間

平
日　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
揖
斐
川
町
役
場

本
庁
の
み
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１

１　日　時　　８月28日（日）
　◎揖斐地区…７時30分～ 11時（予定）
　◎揖斐川（揖斐地区を除く）、谷汲、春日、久瀬、藤橋、坂内の各地域…７時30分～

２　場　所　　揖斐川町全域（各地区ごとに実施）
　　　　　　　揖斐地区（主会場：揖斐小学校）
　①揖斐地区【一時避難所から揖斐小学校】
　②揖斐川地域（揖斐地区を除く）【各区一時避難所】
　　谷汲地域【各区一時避難所】　　
　　春日地域【各区一時避難所】
　　久瀬地域【各区一時避難所】　　
　　藤橋地域【各区一時避難所】
　　坂内地域【各区一時避難所】

３　訓練の概要
　　７時30分　地震発生（サイレンで合図）　※音声告知放送により避難伝達
　　<避難訓練>　　　地区ごとに避難を開始してください。
　　<情報伝達訓練>　避難完了後、各区長さんは避難された住民の皆さんの人員を確認して、
　　　　　　　　　　　役場または各振興事務所へ報告してください。
　　※主会場の揖斐小学校へ避難された住民の皆さんは、各種訓練へ参加または見学をお願いします。

【お問い合せ】揖斐川町役場　総務部総務課　℡２２－２１１１

「災害から命を守る揖斐川町総合防災訓練」にご協力を！
地震を想定した総合防災訓練を、町、関係機関および
地域住民の皆さんとともに、町全域で実施します。

大
切
な
街
や
人
を
守
る
た
め
、
大
き
な

夢
と
希
望
を
持
っ
て
働
き
ま
せ
ん
か
？

※
採
用
試
験
申
込
書
は
揖
斐
警
察
署
ま
た

は
交
番
・
駐
在
所
の
ほ
か
、
岐
阜
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

【
採
用
申
込
書
受
付
期
間
】８
月
16
日（
火
）

【
岐
阜
県
警
察
本
部
警
務
課
提
出
の
場
合
】

　

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
郵
送
の
場
合
】

　

８
月
16
日（
火
）
ま
で
の
消
印
有
効

【
お
問
い
合
せ
】
揖
斐
警
察
署  

警
務
課

　

℡
０
５
８
５

－

２
３

－

０
１
１
０

　
（
２
１
１
･
２
１
２
）

試験
区分

採用
予定人数 年　齢 学　歴 採用

予定日
Ｂ

（男性） 55人 昭和60年4月2
日から平成11
年4月1日まで
に生まれた者

学校教育法に基づく大学
（短期大学を除く）を卒業又
は平成29年3月31日：までに
卒業見込みの者を除く

平成29年
4月1日Ｂ

（女性） 10人

ＡⅡ
（男性） 10人 昭和60年4月2

日以降に生ま
れた者

学校教育法に基づく大学
（短期大学を除く）を卒業又
は平成29年3月31日までに
卒業見込みの者

平成29年
4月1日ＡⅡ

（女性） 5人

岐阜県警察官　募集中
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
６
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
３
，
３
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

　
　
　
　
　
　
　

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
島
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
３
，
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅（
３
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
５
，
２
０
０
円
～

④
北
方
奥
郷
住
宅（
２
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

２
０
，
１
０
０
円
～

■
敷
金　
　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　

８
月
１
日（
月
）
～
15
日（
月
）

■
入
居
予
定
日
　

・
平
成
28
年
９
月
下
旬
を
予
定

⑤
さ
つ
き（
北
方
）
住
宅
お
よ
び
、
谷
汲
・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各

町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
患
者
・
家
族
の
集
い

■
日
時　
９
月
４
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館

多
目
的
室
１　

大
垣
市
船
町
2
丁
目
26
番
地
1

℡
０
５
８
４

－

７
７

－

１
５
３
５

■
内
容　
①
体
験
発
表　

②
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

に
つ
い
て　

③
座
談
会

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
み
締
切　
８
月
31
日（
水
）

■
申
込
先　
Ｐ
Ｄ
き
づ
な
の
会　

担
当
：
林

携
帯
０
９
０

－

５
０
０
１

－
８
７
３
１

自
宅
０
５
８
４

－
８
９

－

０
０
５
４

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

親
子
畜
産
物
料
理
講
習
会
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

地
元
産
の
豚
肉
や
鶏
卵
を
使
っ
た
料
理
講

習
会
で
す
。ソ
ー
セ
ー
ジ
を
手
作
り
し
、ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
や
卵
ス
ー
プ
を
作
り
ま
す
。

■
対
象
者　
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者（
家
族
）
先
着
15
組（
定
員
で
締
切
）

■
日
時　
９
月
３
日（
土
）

10
時
～
13
時
30
分

■
場
所　
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も　

調
理
室

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲
み
物

■
主
催　
揖
斐
郡
農
業
振
興
協
議
会

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
農
林
事
務
所　

農
業
振
興
課

揖
斐
川
町
上
南
方
１

－

１　

℡
２
３

－

１
１
１
１（
内
線
４
１
２
）

fax
２
２

－

６
７
２
５

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 
(

公
社)

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

苔
玉
作
り
講
習
会
の
開
催

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
苔

玉
作
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
以
外

の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
８
月
24
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階　

会
議
室

■
参
加
料　
５
０
０
円

■
定
員　

10
人（
希
望
者
多
数
の
場
合
、
初

め
て
の
方
を
優
先
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

■
受
付
開
始　
８
月
１
日（
月
）　

９
時
～

会
員
募
集

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
緒
に
働
け
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
町
在
住
で
健
康

な
60
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、『
事
業
及

び
入
会
説
明
会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
仕
事
の
依
頼
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
仕
事
例

　

畑
仕
事
、
草
刈
り
・
草
取
り
、
ペ
ン
キ
塗

り
、
襖
・
障
子
貼
り
、
宛
名
書
き
、
病
院
等

の
付
き
添
い
、
家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋
の

掃
除
、
風
呂
掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、

買
い
物
、
片
付
け
等
）、
軽
作
業
、
社
内
清

掃　

等

■
今
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

８
月
２
日（
火
）、
22
日（
月
）　

　

10
時
開
始（
約
１
時
間
半
）

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

（
公
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

℡
２
３

－

０
９
０
７　

8
時
30
分
～
17
時

a-yamamoto2148
テキスト ボックス
8
4
|
8
4
3
0
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甲
種
防
火
管
理
講
習
会
を
開
催

～
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
～

　

学
校
、
工
場
、
店
舗
等
で
多
数
の
人
が
出

入
り
し
、
勤
務
す
る
事
業
所
に
は
、
一
定
の

資
格
を
持
っ
た「
防
火
管
理
者
」
を
置
く
義

務
が
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
、
希
望
者
は
、
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
12
日（
水
）　

９
時
～
16
時
30
分

　

10
月
13
日（
木
）　

９
時
～
15
時
30
分　
　

■
場
所　
揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

　

３
階
研
修
室（
大
野
町
中
之
元
）

■
受
講
料　
無
料

　

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代 

４
０
０
０
円

■
申
込
み
期
間

　

９
月
１
日（
木
）
～
30
日（
金
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部　

予
防
課　

　

℡
３
２

－

２
５
５
３

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

町
の
花
「
は
な
も
も
」
の
苗
木

を
育
て
ま
し
ょ
う

　

桂
川
の
川
岸（
揖
斐
川
健
康
広
場
～
三
町

大
橋
）約
５
km
に
咲
く
２
３
０
０
本
も
の「
は

な
も
も
」
は
、
ド
イ
ツ
が
原
産
地
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
の
３
色
の「
源

平
乱
咲
」
が
原
木
で
す
。

 

　

自
分
で
苗
木
を
育
て
、
花
を
咲
か
せ
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　

長
い
歳
月
に
わ
た
り
咲
か
せ
る
に
は
、
接

ぎ
木
や
挿
し
木
よ
り
も
、実
生
が
一
番
で
す
。

■
苗
木
の
育
て
方

１　

種
子
は
、
７
月
か
ら
お
盆
頃
ま
で
に
、

落
ち
て
い
る
種
を
拾
う
か
、
摘
果
す
る
。

　

乾
燥
に
注
意
し
て
保
管
す
る
。

２　

種
ま
き
は
、10
月
に
苗
場（
砂
３
、土
７
）

を
作
り
、
６
～
７
cm
の
深
さ
に
数
多
く
蒔

く
。
蒔
い
た
後
、
乾
燥
し
な
い
程
度
に
散

水
。

３　

発
芽
は
、
翌
年
の
５
月
。
発
芽
し
た
ら

抜
き
取
り
、
畑
に
移
植
。
４
～
５
年
に
わ

た
り
毎
年
発
芽
す
る
の
で
、
苗
場
は
壊
さ

ず
管
理
す
る
。

４　

苗
木
の
管
理
は
、
翌
年
一
度
。
抜
き
取

り
、
伸
び
て
い
る
根
を
切
り
詰
め
る
と
、

木
が
早
く
伸
び
る
。
肥
料
は
３
年
目
以

降
。

公
共
施
設
な
ど 

夏
祭
り
情
報

山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
花
火
大
会

　

今
年
も
、
夏
の
風
物
詩「
山
び
こ
の
郷
夏

祭
り
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

バ
ザ
ー
や
餅
ま
き
、
地
元
幼
児
園
児
や
小

学
生
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
、
山
中
で
は

１
，
２
５
０
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

迫
力
あ
る
音
の
反
響
を
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時　
7
月
30
日（
土
）

　

プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

16
時
～

　

夏
祭
り 

17
時
30
分
～
20
時

　

花　

火 

20
時
～
20
時
30
分

　

※
小
雨
決
行

　
　
（
荒
天
の
場
合
7
月
31
日（
日
））

■
場
所　
山
び
こ
の
郷
駐
車
場

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
郡
北
西
部
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

　

山
び
こ
の
郷　

夏
祭
り
実
行
委
員
会

　

℡
５
４

－

２
２
３
１

～
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
～

福
祉
三
施
設
合
同
夏
祭
り

　

揖
斐
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
」、
社
会
福
祉
法
人

擁
童
協
会「
西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム
」、「
養
護
老

人
ホ
ー
ム
揖
斐
川
尚
和
園
」
の
福
祉
３
施
設

が
合
同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
な
ど
の
模
擬
店
や
、
太
鼓
、
盆
踊

り
が
行
わ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
日
時　
８
月
４
日（
木
）

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分
ま
で

　

※
雨
天
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り

■
場
所

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
揖
斐
川
尚
和
園
東

■
駐
車
場　
西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム
駐
車
場

　

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園

　

℡
２
３

－

１
０
０
０

～
藤
橋
観
光
協
会
～

藤
橋
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

　

藤
橋
地
域
の
夏
の
風
物
詩「
藤
橋
ふ
る
さ

と
夏
ま
つ
り
」。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
８
月
14
日（
日
）
17
時
～
21
時

■
場
所　
藤
橋
振
興
事
務
所　

駐
車
場

■
主
な
内
容

・
歌
と
物
ま
ね
ス
テ
ー
ジ

　

17
時
～
18
時

　

出
演
者
：
並な
み

木き

ち
よ
こ

・
盆
踊
り　

18
時
30
分
～
20
時

・
大
抽
選
会　

20
時
～
20
時
30
分

・
花
火
打
上　

20
時
30
分
～
21
時
頃　

■
雨
天
時　

　

藤
橋
公
民
館
に
て
実
施
、
花
火
の
み
翌
日

順
延（
15
日
20
時
30
分
か
ら
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

藤
橋
観
光
協
会（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

桂川沿いに咲く「はなもも」
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岐阜県生活困窮者自立相談支援窓口
のご案内

などのお悩みを、
　ひとりで悩まずに相談してみませんか？
　相談支援員がいっしょに、
� 解決の方法を考えていきます。

 秘密厳守 　　 相談無料 

※窓口にお越しいただけない場合は、最寄りの役場での相談や、相談支援員がご自宅を訪問する
ことも可能です

岐阜県生活困窮者自立相談支援窓口　揖斐支所
月～金曜日　午前８：30 ～午後５：15（ただし、祝日・年末年始を除く）

〒501-0603　揖斐郡揖斐川町上南方１－１　揖斐総合庁舎４階　揖斐県事務所内
℡０８００－２００－２５３７（無料通話）　もしくは ０５８５－２１－１８１１

この相談支援窓口は、岐阜県が実施する「生活困窮者自立相談支援事業」の窓口です。

「家賃が払えない」
　「病気で働けない」
「食べるものがない」
　「住むところがない」…

福祉バス
を運行しています

【お問い合せ】
揖斐川町役場 福祉課
（℡22-2111）

揖斐川地域では、毎週月・
火・金曜日に揖斐公民館と
かすがモリモリ村間で、福
祉バスを運行しています。
福祉バスは、揖斐公民

館を12時30分頃に出発し、
各地区を巡回して、かすが
モリモリ村へ到着します。
帰りは、かすがモリモリ村
を14時50分頃に発車しま
す。どなたでも乗車でき、
ご利用は無料です。

※祝日、警報発令時、かすがモ
リモリ村が休館の場合など
は運休します。

曜日のバス順路（カッコ内は発着予定時刻）
※発着時刻は予定です。交通状況などにより変動します。
※詳しい順路・時刻については、福祉バスにてご確認ください。

曜日 月曜日 火曜日 金曜日 曜日

方面 揖斐、小島北 大和、北方 清水、𦙾永、小島南 方面

出発地 揖斐公民館（往路12：30頃発車） 到着地

（

往

路

）
経

由

地

➡

➡

➡

➡

➡

➡

極楽寺
上町
中町
下町（12：36)
三輪、小野、谷汲街道交差点
桜町・志津山
本揖斐バス停（12：40）
昭和町
前島
上東野
野中
大門
溝尻
上野バス停（12：52）
瀬口バス停（12：52）
白樫営農倉庫　
市場研修センター（12：55）

役場南駐車場
房島４区
房島５区
揖斐南方バス停（12：37）
姥坂・表山
伊尾野会館
桂
東若松会館　
西若松（12：53）
北方１区バス停
北和中バス停
北方農協バス停
北方３区（13：01）
北方７区
北方６区
川口橋
房島１区
房島２区（13：14）

本揖斐バス停
長良バス停
清水神社（12：38）
小柳
福島
島・野田
東瀬古
𦙾永公民館
浜里（12：55）
溝口
養老鉄道揖斐駅（12：57）
揖斐川中南
和田（13：00）
岡
二ノ宮
新宮バス停
黒田
市場
瑞岩寺（13：12）

⬅

⬅

⬅

⬅

⬅

⬅
（

復

路

）
経

由

地

到着地 かすがモリモリ村（復路14：50頃発車） 出発地
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いびがわウォーキング2016　参加申込書　ＮＯ

氏名
誓約書に同意の上、申込みます

電話番号

住所 男・女 年齢 歳

保護者
未成年のみ 上記の者の参加を承諾します（保護者署名）

Ｔシャツ 130．150
Ｓ．Ｍ．Ｌ．Ｏ

誓　　約　　書
私は「ウォーキング（３km）」の開催中、私の責任による事故は、自己の責任において処理し、
主催者に責任を問わないことを誓約し、上記のとおり申込いたします。

◆日 　 程	 11月13日（日）雨天決行
	 【スタート】揖斐警察署前　午前10時45分(ハーフマラソンスタート後方より出発)
	 【ゴ ー ル】揖斐川町役場　午前11時35分までにゴールしてください
◆参 加 資 格	 ３㎞を55分以内で、ゴールできる方　※小学生未満は、保護者同伴（保護者の方は必ずエントリーしてください）
◆参  加  費	 1,000円（保険含む）※参加費は、申込時にお支払いください。（小学生以上は、要エントリー）
◆参  加  賞	 ウォーキングオリジナルＴシャツ（６サイズあり） 　※申込時に、お渡しします。
◆副 　 　 賞	 ゴールされた方(要ゼッケン)は、友好提携都市の北海道芽室町産ジャガイモを
	 プレゼント。
◆申 込 方 法	 事前受付　先着1,000人
	 現在、いびがわマラソン事務局（役場３階）、地域交流センター『はなもも』、
	 揖斐川健康広場で受付を行っています。
	 ※なお、遠方の方には電話受付を、また大会当日朝７時より当日受付も行います。
◆そ  の  他	 ・主催者側が55分以内にゴールできないと判断した場合は、ゴールする前に
	 　コース上から退場していただく場合があります。
	 ・マラソン当日は、指定駐車場をご利用ください。
	 ・荷物預かり所がご利用できます（貴重品以外：要ナンバーカード）
	 ・大会の映像・写真・記録等のテレビ、新聞、インターネット等への掲載権、

肖像権は主催者に属します。
◆主 　 　 催	 いびがわマラソン実行委員会・揖斐川町体育協会
◆協 　 　 賛	 大垣共立銀行
◆お問い合せ	 いびがわマラソン事務局（℡23-0117）

今年で15回目を迎える“いびがわウォーキング”！
地元の皆さんはもちろんのこと、
フル・ハーフマラソンに参加する選手の家族や応援の皆さんも
気軽に参加していただけます。
揖斐川の流れや紅葉した山々を眺めながら歩き、
全国の「いびがわマラソン」ファンの方々と交流を深めてはいかがですか？

今年の
オリジナルTシャツは
水色です！
▼

▲昨年のようす

皆さん一緒に歩きましょう！
いびがわマラソンスペシャルサポーター

� 西田ひかる

毎年大人気！先着制です～お早目に♪

“いびがわウォーキング 2016 大募集！”
～スペシャルサポーター西田ひかるさんらと歩く３キロウォーク！～

オリジナルTシャツに加え、ゴールされた方には友好提携都市の北海道芽室町産ジャガイモをプレゼント！

情報
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松
井　

梅
を
さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

　

６
月
10
日（
金
）　

95
歳

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、

長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
平
成
28
年
６
月
分
）

皆さん、
これからもお元気で
長生きをしてください。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

折
戸　

周
子
さ
ん（
北
方
）

　

６
月
24
日（
金
）　

95
歳

岐
阜
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会　

市
民
公
開
講
座

�

「
空
き
家
が
与
え
る
社
会
問
題
」

日
時　

８
月
31
日（
水
）
14
時
～
17
時

	

（
受
付
13
時
30
分
）

場
所　

じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
５
階
大
会
議
室

講
師　

野
村
修
也
氏（
中
央
大
学
法
科
大
学
院
教

授
・
弁
護
士
）、
久
保
倫
子
氏（
岐
阜
大
学

教
育
学
部
社
会
科
教
育
講
座
助
教
）

対
象　

一
般
県
民
、行
政
担
当
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
他

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

公
益
社
団
法
人　

岐
阜
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

℡
０
５
８

－

２
７
４

－

７
１
８
１�

※
入
場
無
料

揖斐川町商工会青年部では、☆独身男女の交流会を開催します。
新たなドラマの始まりになるかも知れません！ぜひ、ご参加ください。

■ 開催日	 10 月 16 日（日）10 時～ 16 時（予定）
■ 場所	 谷汲文化会館（揖斐川町谷汲名礼 265-43）　　　　　　　　　
■ 内容	 仮装をして楽しむ、独身男女の交流会
■ 参加対象者	 男性・女性ともに独身の成人で社会人（男女各 20 人）　
	 ※ 男性は揖斐川町在住・在勤に限る。
	 ※ 応募者多数の場合は抽選。※ 参加者（決定後）には、後日、案内文書を郵送。

■ 参加費	 男性 5,000 円  　女性 2,000 円　　
■ 申込方法	 下記の「お問い合せ」先へお電話ください。申込用紙をお送りします。
	 届いた申込用紙に記入の上、FAX もしくは郵送にてお申込みください。
■ 申込期限	 9 月 7 日（水）

自　衛　官　募　集※
受
験
資
格
の
年
齢
は
各
種
目
と
も
平
成
29
年
４
月

１
日
現
在
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部　

大
垣
地
域
事
務
所

　

大
垣
市
林
町
５

－

18　

光
和
ビ
ル
２
階

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

１
１
５
０

募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日

防衛
大学校

高卒（見込含）
21歳未満

推薦
9月5日

～ 9月8日

9月24・25日

総合選抜 【１次】9月24日
【２次】10月29日・30日

一般（前期） 9月5日
～ 9月30日

【１次】11月5・6日
【２次】12月6日～ 10日のうち1日

防衛医科
大学校

医学科学生
9月5日
～ 9月30日

【１次】10月29・30日
【２次】12月14日～ 16日のうち1日

看護学科学生
（自衛官候補

看護学生）

【１次】10月15日
【２次】11月26・27日のうち1日

ハロ♡コン ～揖斐の出逢い～
「ハロウィーンパーティーin揖斐川」のお知らせ

【申込み・お問い合せ】
　揖斐川町商工会青年部　揖斐の出逢い事業部（担当：大橋）
　　　　　揖斐川町上南方 165-1　℡ 22-6185　fax22-2561
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広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）

夫 妻

國 枝 　 泰 祐（谷汲長瀬） 丸山　華奈子（岐阜市）

高 橋 　 一 真（西津汲） 長屋　なつみ（ 小 津 ）

地　区 氏 　 名 年齢

房 島 ２ 区 林　　　良　秋 79

中 町 野　口　澄　子 95

下 岡 島 坪　井　美　代 89

上 東 野 宮　島　とみ　 96

野 中 小　林　なみゑ 93

和 田 細　野　 づ子 98

和 田 川　北　貞　子 74

谷 汲 徳 積 山　本　ゑ　み 95

谷 汲 徳 積 中　野　　　勝 82

谷 汲 徳 積 喜多川　あさゑ 83

春 日 小 宮 神 藤　原　　　稔 83

坂 内 広 瀬 矢　野　克　巳 85

坂 内 諸 家 谷　口　幸　一 86

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

極 楽 寺 太
おお
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竜 広 奈 見

浜 里 団 地 小
こ
池
いけ
　 由

ゆ
彩
あ

拓 洋 梨 乃

岡 清
し
水
みず
　 瑛

えい
亮
すけ

拓 郎 真里子

谷 汲 徳 積 品
しな
川
がわ
　 輝

ひな
汰
た

直 紀 綾 美

谷 汲 長 瀬 小
こ
池
いけ
　 　 葉

よう
達 也 ますみ

東 津 汲 小
こ
林
ばやし
　 茉

ま
叶
かな

克 敏 沙 紀

出生　お誕生おめでとう Birth

平成28年６月届出分窓口だより

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 22,153（�－ 31）10,592 11,561 7,965（� － 2）

揖斐川地域 16,435（�－ 15） 7,897 8,538 5,625（� 0）

谷汲地域 3,127（� － 2） 1,495 1,632 1,114（� － 2）

春日地域 1,027（� － 7） 489 538 477（� 0）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 949（� － 4） 443 506 397（� 0）

藤橋地域 224（� 0） 106 118 138（� 1）

坂内地域 391（� － 3） 162 229 214（� － 1）

〈平成 28年 6月 30日現在〉

Population人口

 7日（日）　・いびがわの祭り・ありがとう花火
17日（水）　・谷汲山お十七夜コンサート
20日（土）　・第24回飛騨美濃歌舞伎大会
	 いびがわ２０１６
27日（土）　・図書館フェスティバル
28日（日）　・災害から命を守る
	 揖斐川町総合防災訓練

８月 1日（月）	固定資産税　２期分
	 国民健康保険税　３期分
	 後期高齢者医療保険料　１期分
８月31日（水）	町（県）民税　２期分
	 国民健康保険税　４期分
	 後期高齢者医療保険料　２期分
納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

8月の主な行事 納期限のお知らせ

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage
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【編集・発行】　揖斐川町役場　企画部政策広報課
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【お問い合せ先】揖斐川町教育委員会社会教育文化課　地域交流センター「はなもも」℡ 22 － 1120

入場無料

8月20日土
開 場10:00 開 演10:45
揖斐川町地域交流センター

「はなもも」ホール

出演団体と演目
◆雛鶴三番叟　【岐阜歌舞伎保存会】（岐阜市）
◆鏡山旧錦絵　【いび祭り子ども歌舞伎保存会】（揖斐川町）
◆戎詣恋釣針　釣女　【美濃歌舞伎保存会】（瑞浪市）
◆傾城阿波の鳴門　どんどろ大師　【高雄歌舞伎保存会】（郡上市）
◆絵本太功記十段目　尼ヶ埼閑居の場　【鳳凰車山　下町組】（揖斐川町）

第２４回 飛騨・美濃歌舞伎大会いびがわ2016

主催　いびがわの祭り実行委員会　揖斐川観光協会　℡ 22 － 2111
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